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終了時評価調査結果要約表 
 
１． 案件の概要 
国名：ブラジル連邦共和国 案件名：ジャラポン地域生態系コリドープロジェクト

分野：自然環境保全・生物多様性保全 協力形態：技術協力プロジェクト 
所轄部署：JICA ブラジル事務所 協力金額（評価時点）：3.5 億円（見込額。評価時にお

ける計画額も含む。）

協力期間：2010 年 4 月～2013 年 4 月 先方実施機関：シコメンデス生物多様性保全院

（ICMBio） 日本側協力機関： 
１－１ 協力の背景と概要 

「セラード」と呼ばれるブラジル連邦共和国（以下、「ブラジル」と記す）中西部を中心に分布する熱帯

サバンナ植生帯は、極めて生物多様性の豊かな地域であるが、同時に世界で最も生物多様性の喪失が危惧さ

れる地域の 1 つと言われている。同地域に位置するジャラポン地域は、アマゾンの熱帯林、カアチンガと呼

ばれる半乾燥地域の有棘潅木疎林に代表される生態系とセラードとの移行地帯にあり、多様性に富む生態系

が広がっている。 
しかしながら、同地域の周辺では農業開発、放牧等が進んでおり、ブラジル政府は、ジャラポン地域の自

然を保護するため、セハ・ジェラウ環境ステーション（EESGT）、パルナイバ河上流域国立公園（PNNRP）
等を中心とする 3 つの自然保護区を設置している。また、トカンチンス州やバイア州政府も、同地域に合計 4
つの州立自然保護区1を設置している。 
これらの保護区の生態系保全機能を高めていくためには、保護区の間を生態系コリドーでつなぎ、保護区

とコリドーを合わせた地域全体を、戦略性を持って協調しながら管理していくことが求められている。これ

を実現していくためには、連邦、州、市の関係各機関や、NGO、市民団体等、様々な関係者による連携と協

力が必要であるが、これをリードしていく立場にある連邦政府の自然保護区管理行政の所掌機関であるシコ

メンデス生物多様性保全院（ICMBio）は、組織と人員の両面におけるキャパシティ向上を必要としている。

このような背景から、ブラジル政府は、ICMBio の能力開発を図り、ジャラポン地域の自然を戦略的かつ関

係者の協調の下に保全していく体制を構築するため、本プロジェクトによる支援をわが国に要請した。 
これを受けて JICA は、2008 年 11 月に詳細計画策定調査団を派遣し、ブラジル側関係機関との協議を経て

プロジェクトの基本計画を策定し、2009 年 11 月に本プロジェクトに係る討議議事録（R/D）を署名した。そ

の後、プロジェクトは、2010 年 4 月から 3 年間の予定で開始された。 
１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 
生態系コリドー導入によりジャラポン地域の生態系保全が促進される。 
(2) プロジェクト目標 
ジャラポン地域で生態系コリドーを導入・実施するため、ICMBio の体制が強化される。 
(3) 成果 

1. 自然保護区のバッファーゾーンを含むジャラポン地域生態系コリドー（JREC）実施に必要な情報が収

集、分析、整理される。 
2. JREC 実施のための組織的な連携が構築される。 
3. JREC の実施に必要な ICMBio 職員及び関係機関職員の能力向上が実施される。 
4. JREC 保全に関する関係機関と地域住民との連携が強化される。 
5. JREC 保全のための戦略文書/ガイドラインが作成される。 

(4) 投入 
（日本側）専門家派遣：2010 年 4 月～2013 年 4 月で計 7 名 52M/M 

（評価実施時点以降の計画日数を含む） 
本邦研修 ：2011 年 6 月に 3 名（2012 年 11 月にさらに 3 名を予定） 
資機材供与：GIS データサーバー、GIS ソフト、リモートセンシングソフト、車両 2 台等 
現地業務費：3 年間 7,719 万円（2012 年度は計画値。内訳は、現地スタッフ・現地コンサルタ

ント雇用、配布物・資料の作成、会議・ワークショップの開催、消耗品など） 
（ブラジル側）カウンターパート：ICMBio ブラジリア本部（プロジェクトディレクター、プロジェクト

マネジャー他 2 名）、EESGT 事務所（4 名）、および PNNRP 事務所（2 名）の

計 10 名。この他、州カウンターパート2として、トカンチンス州環境・持続的開

発局（SEMADES）、環境公社（NATURATINS）、計画・公営部門近代化局（SEPLAN）

の職員がプロジェクトに参加。 
活動費：ICMBio の支出は、3 年間 272 万レアル（2012 年度は計画値。内訳は、車両の燃

                                                      
1 ジャラポン環境保護区、ジャラポン州立公園、リオ・プレト環境保護区、およびリオ・プレト生態系ステーション。 
2 R/D 上は ICMBio の職員だけがカウンターパートとされているが、トカンチンス州関係機関の職員はプロジェクトを実施していく上で重要な役

割を果たしていることから「州カウンターパート」と位置付けられるようになった。 
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料費・メンテナンス費、雇用費、旅費、消耗品など） 
(5) 対象地域 
   ブラジルジャラポン地域（EESGT と PNNRP の間の地域） 

２． レビュー調査団の概要 
調査団構成 1. 佐藤一朗（日本側団長）JICA ブラジル事務所次長 

2. 駒沢カズアキ（協力企画）JICA ブラジル事務所所員 
3. 奥田浩之（評価分析）合同会社適材適所 
4. 前田イウゼ（通訳） 
5. Mr. Fernando Antonio Rodrigues Lima（プロジェクト評価）環境省（MMA）自然保護区局 
6. Mr. Frederico Dimas de Paiva（プロジェクト評価）ブラジル国際協力庁（ABC）2 国間協力調

整プロジェクト分析官 
調査期間 2012 年 10 月 14 日～2012 年 11 月 3 日 調査種類：終了時評価 

３． 進捗の確認 
３－１ プロジェクトの進捗と実績 

(1) 成果 1：達成（4 つの指標が設定されており、プロジェクトは既にこれら 4 指標を達成している） 
・ ジャラポン地域の Web-GIS システムは、当初は ICMBio に設置されたが、2012 年 6 月にトカンチンス

州 SEPLAN のネットワークに移転された。現在 SEPLAN のホームページが、この Web-GIS システム

へのポータルとなるよう変更が進められている。(指標 1.1 に対応)  
http://corredorjalapao.seplan.to.gov.br/jalapao/ 

・ プロジェクトのホームページが ICMBio ホームページ内に構築され、情報の追加やニュースリリース、

ダウンロードのための出版物・地図の追加により、定期的に更新されている。(指標 1.2 に対応) 
http://www.icmbio.gov.br/projetojalapao/ 

・ プロジェクトのパンフレット、ジャラポン地域アトラス、対象市で利用するためのプロジェクト紹介

バナー、環境パネル、環境教育のための読本、環境教育ビデオなど、様々な種類・形式の情報資料、

啓発資料が作成、配布された。(指標 1.3 及び指標 1.4 に対応)  
 

(2) 成果 2：達成（2 つの指標が設定されており、プロジェクトは既にこれら 2 指標を達成している） 
・ 「ジャラポン生態系コリドーの導入と実施に関する協力協定書 No.06/2011」の署名が、ICMBio 総裁、

MMA 局長、SEMADES 局長、NATURATINS 総裁、SEPLAN 局長、トカンチンス州知事より、2011
年 9 月 29 日に行われた。(指標 2.1 に対応) 

・ 協力協定書に基づき、2011 年 11 月以降 2012 年 8 月までの間に、関係機関の調整委員会が定期的に 4
回開催された。(指標 2.2 に対応) 
以上に加えて、プロジェクトは、「ジャラポン・モザイク3」の設置を進めている。2012 年 8 月までに、

モザイクを構成する連邦・州・市の計 9 つの保護区の管理者によりジャラポン・モザイクへの参加確認

書の署名がなされ、さらに「ジャラポン・モザイク」設立に向けた提案書が作成され、2012 年 9 月に MMA
に提出された。現在、MMA において、省令によるモザイクの認知に向けた検討が進められている。 

 
(3) 成果 3：ほぼ達成（2 つの指標が設定されており、プロジェクトは既にこれら 2 指標を達成している） 
・ GPS/GIS、民有地自然保護区（RPPN）、森林火災の予防と管理、参加型生物多様性保全、自然遺跡

（MONA）等の分野において、カウンターパートに対する研修が終了時評価の時点までで合計 20 回

（本邦研修の 1 回も含む）開催されている。(指標 3.1 に対応) 
・ 一般公開のセミナーがこれまで 4 回開催された。 (指標 3.2 に対応) 

 
(4) 成果 4：達成（2 つの指標が設定されており、プロジェクトはこれら 2 指標を既に達成している） 
・ ポンテ・アルタ市、リオ・ダ・コンセイソン市、・リックス市、マテイロス市の対象 4 市において、

市環境・観光審議会に関する制度がプロジェクトの支援により整えられ、2012 年 7 月までに 4 市にお

いて市環境・観光審議会が活動を開始した。(指標 4.2 に対応) 
・ 市環境・観光審議会に対し、活動計画・実施能力、組織運営管理能力、ICMS Ecologico4（環境保全交

付金）の適正利用のための研修が実施された。また、環境教育に関する教員研修（ASAS）がルーテ

ル大学パルマス分校と連携して実施された。(指標 4.1 に対応) 
・ 成果 4 については 2 つの指標が設定されており、プロジェクトはこれら 2 指標を既に達成している。  
・ 環境保全交付金の適正利用に関する合意書が、4 市の環境・観光審議会と市長の間で 2012 年 10 月に

                                                      
3 プロジェクトを実施していく中で「生態系コリドー」及び「モザイク」の概念と定義がプロジェクト関係者の間で次第に明確になり、PDM 中

の「JREC」の語句については、参加型で統合的な保護区管理メカニズムである「ジャラポン・モザイク」と同義であるとの認識が形成された。

したがって、終了時評価報告書では、JREC と同じ意味で「ジャラポン・モザイク」を使用している。 
4 ICMS Ecologico は、市による保護区の保全管理を促すためのインセンティブ付与の仕組みである。その財源は、州税である ICMS（商品・サ

ービス流通税）である。 
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署名され、これによって環境保全交付金の一定割合が環境・観光審議会の活動に使えることとなった。

・ サン・フェリックス市では、2012 年 7 月に市環境保護区システム法（SMUC）に基づくソノ川沿いの

市立自然遺跡（MONA）のための市条例が成立し、トカンチンス州で初めての市立保護区が設立され

た。 
・ ICMBio の省令に基づき、2012 年 4 月に、EESGT 審議会が正式に登録（承認）された。 

  
(5) 成果 5：ほぼ達成（1 つの指標が設定されており、プロジェクトはその指標をほぼ達成した） 
・ 「ジャラポン・モザイク」戦略計画5は、協力終了までに完成する予定である。(指標 5.1 に対応) 

 
 

３－２ プロジェクト目標の達成見込み 
ほぼ達成：2 つの指標が設定されており、プロジェクトは指標 1 についてはほぼ達成、指標 2 については達

成している。 
・ 「ジャラポン・モザイク」戦略計画については、関係者の参加と合意を得ながら進められ、プロジェ

クト期間中に完成する予定である。 (プロジェクト目標の指標 1 に対応) 
 
・ 本プロジェクトの目標としているジャラポン地域で生態系保全を実施するための「体制」とは、1）連

邦・州の関係機関が組織的な連携を促進するための枠組み、2) 連邦・州の関係機関が連携して保全に

取り組むための指針、3) ジャラポン地域の多様なアクターが保全に参加するための基盤、とプロジェ

クトにより定義されている。これら体制を構成する要素については、プロジェクトにより各成果とし

て実現されてきている。したがって、ジャラポン地域で生物多様性保全を促進するためのメカニズム

は構築されているといえる。(プロジェクト目標の指標 2 に対応)  
３－３ 上位目標に向けた進捗度 

・ 「ジャラポン・モザイク」が正式に登録され、モザイク審議会の設立と戦略計画の承認が行われれば、

戦略計画の実施が始まることになる。（上位目標の指標に対応） 
・ プロジェクトにより構築された生物多様性保全メカニズムは、上位目標となっているジャラポン地域

の生態系保全の促進に役立つことが期待される。 
 

４．5 項目評価の概要 
４－１ 妥当性 
プロジェクトの妥当性は高い。 
1) MMA 及び ICMBio にとって、セラード、特にジャラポン地域の保全に関する政策的重要性は、プロジェ

クト開始当初から変わっていない。ジャラポン地域は ICMBio と MMA にとって優先度の高い保全地域の

1 つであり、プロジェクトはこうした関連政策に合致している。 
2) ICMBio 及びジャラポン地域の関係機関は、ジャラポン地域内の全ての保護区の取組みを調整し効果的な

生態系保全につながるメカニズム構築の必要性を認識している。また対象 4 市は、観光促進のためにも自

然保護に積極的であり、プロジェクトはこうした連邦、州、市の各レベル関係機関の開発ニーズを満たし

ている。 
3) 日本のブラジルに対する ODA 事業展開計画（2011 年 6 月付け）は、環境保全を重点分野の 1 つとして

いる。ODA 事業展開計画の中では、本プロジェクトは環境保全重点分野のなかの気候変動プログラムに

位置づけられている。このように、本プロジェクトは日本のブラジルに対する ODA 政策とも整合してい

る。 
４－２ 有効性 
プロジェクトの有効性は高い。 
1) プロジェクトは、上記「３－１ プロジェクトの進捗と実績」で確認したように、すでに成果のほとん

どを達成している。プロジェクトはこれら成果を達成することで、プロジェクト目標を達成できるよう効

果的に組み立てられている。プロジェクト目標指標 2（ジャラポン地域生物多様性保全メカニズムの構築）

については、既に指標を達成している。 
2) 一方、プロジェクト目標指標 1（ジャラポン・モザイク戦略計画の関係機関による同意）については、

ジャラポン・モザイクは、MMA により正式に認知される見通しである。 
3) 以上のことから、プロジェクトは、予定の終了期間までにプロジェクト目標を達成するものと考えられ

る。プロジェクトの事業効果については、ICMBio が、ジャラポン地域の生態系保全に向けた管理体制に

とって非常に価値があることを強調している。 
 

４－３ 効率性 

                                                      
5 「戦略計画」は、SNUC に関する省令第 4340 号（2002 年 8 月 22 日）第 3 章で定義される、保護区「モザイク」管理の調和・統合・最適化の

ための指針と活動を定めるものである。 
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プロジェクトの効率性は高い。 
1) プロジェクト開始時の PDM は、その後 2011 年 5 月 5 日に改訂された。プロジェクトの活動は、改訂後

の PDM と PO にそって実施され、プロジェクトの実施について目立った遅れはなかった。PDM について

は十分にカウンターパートに理解されている。 
2) 日本側の投入（専門家の派遣、機材供与、本邦研修）はプロジェクト活動に効果的に利用され、ブラジ

ル側からは高い評価の声がきかれた。日本人専門家はポルトガル語を話すことで、プロジェクト関係者と

のより良いコミュニケーションを実現しており、プロジェクト実施の高い効率性に寄与している。 
3) 定期的、日常的な日本人専門家とカウンターパートとの間のコミュニケーションは極めて良好である。

これまで JCC は 4 回開催され、この他に定期的なカウンターパート会議が計 10 回開催されている。 
４－４ インパクト 
プロジェクトのインパクトは高い。 
1) プロジェクトにより構築された「ジャラポン・モザイク」を含む生態系保全メカニズムが持続し発展し

ていくことがで、ジャラポン地域の生態系保全が促進（上位目標）されることが広くプロジェクト関係者

から言及されている。プロジェクト終了後 5 年で上位目標が達成される可能性は十分ある。 
2) その一方で、2013 年 4 月までの残り期間で、ジャラポン・モザイク審議会のメンバーが戦略計画を遂行

し、活動を実施していけるようになるための能力強化をプロジェクトとして行うことは難しい。ジャラポ

ン・モザイクとしてある程度の期間活動することで、構築されたメカニズムと戦略計画の改善に向けたフ

ィードバックが出てくることも考えられる。 
3) PDM 内の活動以外でも、プロジェクトの実施に伴ういくつかのインパクトが見られる。例えば、EESGT
とルーテル大学パルマス校の間で ASAS を推進していくための協力協定書が 2011 年 4 月 11 日に署名され

た。協定書に基づくパルマス校からの投入は、ASAS の活動実施にとって大きな支援となっている。 
4) プロジェクトのいくつかの成果・活動の持続性確保に向けて、ICMBio はドイツ国際協力庁の支援による

「セラードにおける森林火災および不法伐採の防止・管理・モニタリング」プロジェクト（2012 年～2015
年）の技術協力を活用していくことを既に決定している。 

5) MMA は、生物多様性保全に向けて「モザイク」を積極的に進めたいとの考えであり、「ジャラポン・モ

ザイク」を「モザイク」システムの優良事例として、既存の他の 13 のモザイク、および今後設立される

新たなモザイクへ適用していくことを見込んでいる。 
４－５ 自立発展性 
プロジェクトの自立発展性の見込みは、中程度である。 
1) 制度的な観点からは、プロジェクトの持続性の見込みは高い。プロジェクトにより構築された保全メカ

ニズムは、法律および関係機関の間の合意文書など、法制度の整備を伴っている。対象 4 市における ICMS 
Ecologico の使途に関する合意文書の署名は、市環境・観光審議会の活動活発化への大きなインセンティ

ブである。さらに、プロジェクト終了時までに期待される「ジャラポン・モザイク」の正式登録は、プロ

ジェクト効果の持続性に向けた最も大きな成果である。 
2) 戦略計画に基づく「ジャラポン・モザイク」の技術的な管理能力の強化（成果 2 および成果 5）につい

ては、今後の持続性の担保のためには、研修の実施や審議会メンバーが実際の運営経験を積んでいくなど、

もう少しプロジェクトとして時間をかけることが必要である。また対象 4 市の環境・観光審議会について

も、今後の持続性を担保するため、もう少し時間をかけて実際の運営経験を積んでいく間、プロジェクト

としてのモニタリングが必要と考えられる。 
3) 人材的な観点からは、今後の連邦・州政府および市の職員の人事異動への懸念はあるが、プロジェクト

はこうした懸念に対して、技術マニュアル、研修テキスト、引継文書などを準備することで、部分的に対

応することは可能である。 
4) 財政的な観点からの持続可能性の確保は大きな課題である。ジャラポン・モザイクは、市職員、市民社

会・NGO そして民間企業からの代表も参加することになるが、こうしたメンバーの審議会出席のための

旅費については、必ずしも政府予算でカバーされるわけではない。こうしたことから、「ジャラポン・モ

ザイク」の運営経費を抑えるとともに、維持管理と活動実施に適した財務計画を作成することが重要であ

る。 
４－６ プロジェクトの効果発現を促進・阻害した主な要因 

(1) 促進要因 
日本人専門家は、頻繁にパルマスを訪問することで、ICMBio と州政府カウンターパートの間の調整・

協働を担保した。パルマスに支部を持たない ICMBio にとって、このことはプロジェクトの円滑な実施

にとって大きな促進要因となったことの言及があった。 
(2) 阻害要因 
  対象 4 市では、2012 年の市長選の実施に伴い環境・観光審議会のメンバーや市環境担当部局の人事異

動があり、それまでに実施してきた関係者に対する研修等を再度実施する必要が生じた。このように活

動の継続性が一時的に失われたことが阻害要因として指摘された。 
５． 評価結果の要約 
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５－１ 結論 
ジャラポン地域の生態系保全は、MMA および ICMBio の政策と合致しており、その生物多様性ホットスポ

ットとしての国際的重要性からも、プロジェクトの妥当性は高い。プロジェクトは効果的に組み立てられて

おり、プロジェクト期間中のプロジェクト目標達成も見込めることから、プロジェクトの有効性は高い。日

本人専門家とブラジル側カウンターパートの双方の努力と、関係機関の間の効果的で円滑なコミュニケーシ

ョンにより、プロジェクトは効率的に実施されている。プロジェクトの終了後に上位目標が達成される見込

みは十分あり、その他にもプロジェクト実施に関連するいくつかの活動も起こってきていることから、プロ

ジェクトのインパクトは高い。持続可能性の現時点での見込みは中程度である。これは技術的・人材的・財

務的な観点からは若干の懸念が見られるためであり、下記の通りプロジェクト延長を提言する。      
 

５－２ 提言 
1) プロジェクト協力期間の延長 
プロジェクトは予定終了期間内にプロジェクト目標の達成は確認できるものの、「インパクト」および「持

続可能性」における評価結果を踏まえて、プロジェクトは今後次の努力を行っていく必要がある。 (1) 上
位目標の達成に向けて、「ジャラポン・モザイク」審議会メンバーの能力強化と戦略計画の優先分野の実施

支援により、バイア州での新たな保護区設置のための地域交渉を含む「ジャラポン・モザイク」の制度的な

能力を確かなものにすること、(2) 「ジャラポン・モザイク」審議会および市環境・観光審議会の能力強化

を進め、プロジェクトの持続性を向上させること。こうした課題を踏まえて、調査団はプロジェクトのイン

パクトと持続性を向上させることを目的とするプロジェクト期間の延長を提言する。 
2) 「ジャラポン・モザイク」立ち上げにおける ICMBio のリーダーシップ 
プロジェクト期間の延長の有無に関わらず、「ジャラポン・モザイク」の正式発足後は、ICMBio は「ジ

ャラポン・モザイク」に係る活動実施の調整に関するリーダーシップをとること。特に、ジャラポン地域の

対象 4 市は生態系保全活動を今後実施していくための支援を必要としていることから、ICMBio はこのよう

な市に「ジャラポン・モザイク」のメカニズムを通して求められる支援を提供していくことを調査団は提言

する。 
 

５－３ 教訓 
1) プロジェクトの活動は、カウンターパートの組織内における役割・責任と良く合致していたことから、

プロジェクト活動を通常業務の一部として取り組むことが出来た、と連邦・州のカウンターパートより言

及があった。カウンターパートの本来業務とプロジェクト活動との一致は、本プロジェクトの高い有効

性・効率性に貢献している。 
2) 改訂 PDM は、3 年の協力期間を見据えて実現可能で現実的な目標・成果・対象市の数を設定し、効果的

なプロジェクトの実施につながった。プロジェクトが成功するためには、地域の現状を踏まえた現実的な

PDM を準備することが重要である。 
3) プロジェクトは、これまで柔軟かつタイムリーに管理（例えば、PDM 改訂、活動スケジュールの変更、

迅速な意思決定など）されてきている。これについては、プロジェクト・マネジャーに意思決定の権限が

あったこと、フィールドや関係機関の事情を良く知っている JICA 在外事務所の主管により実施したこと

が大きい。 
4) プロジェクトは、地方のパートナーや利害関係者との対話に多くの時間と努力を注ぐことで、円滑なプ

ロジェクト実施を実現している。こうした対話努力がプロジェクトの計画段階からなされていれば、プロ

ジェクトは一層効率的に実施できた可能性もある。 
 

 

v



 
 

 
Terminal Evaluation Summary Sheet 

 
1  Outline of the Project 
Country: Federative Republic of Brazil Project Title：The Jalapão Region Ecological 

Corridor Project  Thematic Area：Natural Environment and Biodiversity 
Division in Charge：JICA Brazil Office Cooperation Scheme：Technical Cooperation Project
Project Period：Apr 2010～Apr 2013 Total Cost： 350 million Japanese Yen 
Supporting Organization in Japan：Ministry of 
Environment, Forestry Agency 

Counterpart Agency：Chico Mendes Institute for 
Biodiversity Conservation (ICMBio) 

1.1 Background of the Project 
The Cerrado, situated in the Midwestern part of Brazil, is a vast tropical savannah and significantly rich in 

biodiversity.  It is, however, considered one of the most seriously threatened areas in terms of the loss of 
biodiversity in the world.  Located in the Cerrado, the Jalapão region boasts particularly rich biodiversity because 
it is within a transitional zone among Cerrado, Amazon rainforests, and Caatinga that is characterized by small, 
thorny trees.  

But human activities such as agricultural development and livestock farming are giving pressures on natural 
ecosystems in the region.  Under such situation, the Federal Government of Brazil (GOB) has designated three 
conservation units including the Serra Geral do Tocantins Ecological Station (EESGT) and the Nascentes do Rio 
Parnaíba National Park (PNNRP) in order to protect the nature in the Jalapão region. Bahia and Tocantins state 
governments also have set up four state conservation units in the region.1   

The effectiveness of conservation can be enhanced by connecting these conservation units with ecological 
corridors and managing these units in a strategic and coordinated manner.  As such, it is important to coordinate 
related governmental organizations at the federal, state and municipal level, as well as NGOs and citizen groups, 
but ICMBio, the federal organization that is expected to play a leading role in the coordination for conservation, 
requires organizational or individual capacity development to implement it.      

To address such issues, the GOB requested a technical cooperation project to the Government of Japan (GOJ) for 
strengthening ICMBio's capacity to assume the coordination role towards the establishment of regional 
conservation mechanism in Jalapão.   

In response to the request, JICA dispatched a detailed planning survey in November 2008, and the R/D for the 
Project was signed in November 2009 following the discussions with Brazilian authorities concerned.  Jalapão 
Region Ecological Corridor Project (hereinafter referred to as “the Project”) started in April 2010 with 3-year 
cooperation period. 

 
1.2 Project Overview 
1) Overall Goal  

The ecosystem conservation in the Jalapão region is enhanced through the introduction of the Ecological 
Corridor. 

2) Project Purpose 
 The institutional capacity of ICMBio is strengthened to introduce and implement Ecological Corridor in the 
Jalapão region. 

3) Outputs 
1. Information necessary for JREC management, including the Conservation Units buffer zones, is collected, 

analyzed and organized. 
2. Institutional arrangements for the JREC management are structured. 
3. Capacity development of personnel from ICMBio and other institutions, focused on implementation needs of 

the JREC, are conducted. 
4. The linkage between local populations and institutions concerned with JREC conservation is strengthened. 
5. The strategic plan/guideline for introducing and managing JREC is developed. 

4) Inputs 
(Japanese Side)  
Dispatch of Expert: 7 experts (52 MM) in April 2010 - April 2013 (52 MM includes those planned during the 

period after this evaluation study) 
Counterpart training in Japan: 3 ICMBio staffs in June 2011 (3 more staffs planned in November 2012)   
Provision of Equipment: GIS data server, GIS software, Software for Remote Sensing, 2 vehicles 
Local Cost: 77.2 million Japanese Yen (It covered the expenses for hiring local staffs and local consultants, 

printed materials, meeting and W/S) 
 

                                                      
1 They are Jalapão Environmental Protected Area (APA), State Park of Jalapão, Rio Preto Environmental Protected Area, and Rio Preto Ecological Park. 
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(Brazilian Side) 
Counterpart: ICMBio Brasilia HQ (Project Director, Project Manager and 2 more staffs), EESGT office (4 

staffs) and PNNRP office (2 staffs), totaling 10.  Also as the state level counterparts2  in the 
Tocantins State, staffs from the Secretariat of Environment and Sustainable Development 
(SEMADES), Secretariat of Planning and Public Management Modernization (SEPLAN) , and 
Nature Institute of Tocantins (NATURATINS) have been involved in the Project.  

5) Target Area 
    The Jalapão region, i.e. connecting area between EESGT and PNNRP 
 

2  Evaluation Team 
Member of the 
Evaluation Team 

1. Mr. Ichiro Sato (Japanese Team Leader) Senior Representative, JICA Brazil Office 
2. Mr. Kazuaki Komazawa (Project Evaluation) Project Coordinator, JICA Brazil Office 
3. Mr. Hiroyuki Okuda (Evaluation and Analysis) Tekizaitekisho LLC 
4. Ms. Ilze Maeda (Interpreter)   
5. Mr. Fernando Antonio Rodrigues Lima (Project Evaluation) Department of Protected 
Area, Ministry of Environment (MMA) 
6. Mr. Frederico Dimas de Paiva (Project Evaluation) Coordination of Received Bilateral 

Cooperation, Brazilian Cooperation Agency (ABC) 
Evaluation Period 14 October 2012～3 November 2012 Type of Evaluation：Terminal Evaluation 
3  Project Performance 
3.1 Project Progress 
(1) Output 1 : Achieved (there are four indicators set for Output 1 and the Project has achieved all the indicators) 
・ The Web-GIS system developed by the Project for the Jalapão region was originally set up in ICMBio’s 

computer network, then later transferred to the SEPLAN network for its effective utilization for the 
conservation and management of the Jalapão region.  At present, SEPLAN’s homepage is being modified to 
become the portal to the Web-GIS. (Indicator 1.1) 

         http://corredorjalapao.seplan.to.gov.br/jalapao/ 
・ The project homepage was created in ICMBio website and has been constantly updated with the addition of new 

information, news-release and publications/maps for downloads. (related to Indicator 1.2)  
 http://www.icmbio.gov.br/projetojalapao/ 

・ Many kinds and types of information/promotion materials were developed and distributed, e.g., the project 
brochures, ATLAS of Jalapão, banners and panels for the introduction of the Project, an environmental 
education book, and an educational video. (related to Indicator 1.3 and 1.4)     

 
(2) Output 2 : Achieved (there are two indicators set for Output 2, and the Project has already achieved these two 

indicators as of the terminal evaluation) 
・ The Reciprocity Term No.06/2011 on the introduction and implementation of Jalapão Ecological Corridor was 

signed on 29 September 2011 by the President of ICMBio, the Secretary of MMA, the Secretary of 
SEMADES, the President of NATURATINS, the Secretary of SEPLAN and the Governor of the State of 
Tocantins. (related to Indicator 2.1) 

・ Based on the Reciprocity Term, the coordination committee has gathered 4 times from November 2011 through 
August 2012. (related to Indicator 2.2) 

・ Furthermore, the Project has advanced to the creation of the “Jalapão Mosaic3” - agreement on the Mosaic 
participation was signed by the authorities of nine protected areas (federal, state, municipal, and private 
protected areas) located in the Jalapão region by August 2012, and a proposal to establish the “Jalapão Mosaic” 
was submitted to MMA in September 2012 for its recognition by a ministerial ordinance. 

 
(3) Output 3 : Achieved (there are two indicators set for Output 3, and the Project has already achieved these two 

indicators as of the terminal evaluation) 
・ Trainings for counterparts have been conducted on such areas as GPS/GIS, Private Reserve of Natural Heritage 

(RPPN), prevention/control of forest fire, participatory biodiversity conservation and municipal Natural 
Monument (MONA), totaling 20 times as of the terminal evaluation, including the training in Japan. (related to 
Indicator 3.1) 
・ Four open seminars were held. (related to Indicator 3.2)   

                                                      
2 Despite the fact that only ICMBio is an official counterpart defined in the R /D above, staffs of Tocantins State Relations Department are 

positioned as "state counterparts" since they play an important role and will continue to implement the Project. 
3 As a result of the clarifications of the concepts and definitions of “ecological corridor” and “mosaic” through the implementation of the Project and 

considering the definitions of terminology used in Brazil, it was determined that the concept of the term “JREC” in the PDM should be described as “Jalapão 
Mosaic” , which is a mechanism of integrated and participatory management of protected areas. Therefore, the term, “Jalapão Mosaic”, is used in this document 
with the same meaning as the term, “JREC” 
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(4) Output 4 : Achieved (There are two indicators set for Output 4, and the Project has already achieved these two 
indicators as of the terminal evaluation) 

・ The municipal councils for the environment and tourism have been constituted and begun operation in the 4 
target municipalities - Ponte Alta, Rio da Conceição, São Félix and Mateiros - along with the creation of the 
necessary legislation assisted by the Project: Municipal Council for Tourism and the Environment 
(COMTURMA) in São Félix and Municipal Council for the Environment and Tourism (COMATUR) in the 
other 3 municipalities. (related to Indicator 4.2) 

・ Training programs have been carried out in 2011 for the capacity development of the 
COMATUR/COMTURMA on planning/implementation, organizational management, and the utilization of 
ICMS Ecológico4.  Also, the training programu for school teachers about environmental education (ASAS) 
has been carried out in cooperation with Lutheran University of Brazil. (related to Indicator 4.1) 

・ Commitment Terms on the use of ICMS Ecológico were officially signed by mayors and representatives of 
COMATUR/COMTURMA at four municipalities in October 2012. 

・ MONA was established in São Félix along Soninho River on 2 July 2012 by the signing by the mayor of São 
Félix of the municipal decree No 034/2012 based on the Municipal System of Conservation Units (SMUC). 
This became the first municipal protected area in the State of Tocantins.   

・ Furthermore, the Council of EESGT was officially registered (approved) by ICMBio’s institutional ordinance 
No. 45/2012 in April 2012.  

 
(5) Output 5 : Almost achieved  (there is one indicator set for Output 5, and the Project has almost achieved the 

indicator) 
・ The development of the Strategic Plan5for the “Jalapão Mosaic” will be completed by the end of The Project. 

(related to Indicator 5.1) 
 

3.2 Achievements of Project Purpose 
The Project Purpose was almost achieved (there are two indicators set for the Project Purpose, and the Project has 

almost achieved the first indicator, and has achieved the second indicator as of the terminal evaluation) 
・ The Strategic Plan for “Jalapão Mosaic” is currently under finalizing process, thus the consensus is being built. 

(related to Project Purpose Indicator 1) 
・  The biodiversity conservation mechanism, which was defined by the Project to consist of the 

integration/cooperation framework among federal and state institutions, directions of conservation efforts to be 
shared among concerned actors, and instruments which enable communities to participate in conservation, has 
been developed. (related to Project Purpose Indicator 2)  

 
3.3 Progress toward Overall Goal 
・ The implementation of the Strategic Plan for the “Jalapão Mosaic” will start once the Council of the “Jalapão 

Mosaic” is established and the Strategic Plan is approved.   
・ The mechanism to promote biodiversity conservation established by the Project is expected to contribute to the 

enhancement of the ecosystem conservation of the Jalapão region. 
4  Review Based on the 5 Criteria 
4.1 Relevance 
The relevance of the Project is high. 
1) The policy importance of conserving the Cerrado, in particular the Jalapão region, remains unchanged for 

MMA and ICMBio since the beginning of the Project.  The Jalapão region continues to be one of the priority 
conservation areas of ICMBio and MMA.  Therefore, the Project is aligned with the related Brazilian policies. 

2) Both ICMBio and state organizations related to Jalapão region recognize the need for establishing an effective 
mechanism to facilitate concerted efforts to conserve the Jalapão region among all the conservation units in the 
region.  The municipalities were motivated to conserve nature and subsequently promote tourism.  Therefore, 
the Project fulfills such development needs of the stakeholders at the federal, state and municipal level.  

3) Japan’s ODA Rolling Plan for Brazil dated June 2011 gives a priority to the environmental conservation, 
recognizing the fact that Brazil’s valuable flora & fauna, including those in the Cerrado, are threatened by 
development activities.  In the Rolling Plan, the Project is included in the Climate Change Program under the 
priority area of environmental conservation.  Therefore, the Project is relevant in terms of the Japanese ODA 
policies for Brazil. 

4.2 Effectiveness 
The effectiveness of the Project is high.  

                                                      
4 ICMS Ecológico is a revenue sharing scheme, designed to promote the conservation and management of protected areas. The financial source of this scheme 

is a state tax, ICMS (Merchandise and Service Circulation Tax). 
5 Strategic Plan is a document defined by Chapter III of the Decree No. 4.340 of 22 August 2002 that regulates National System of Conservation Units: SNUC 

(federal law of No. 9985 of 18 July 2000) and sets the guidelines/actions to harmonize, integrate and optimize the management of the “mosaic” of protected areas. 
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1) The Project has already delivered most of its Outputs as summarized in the “3.１Project Progress” above. 
These Outputs are essential components for the mechanism to promote Jalapão’s biodiversity conservation and 
the Project is designed effectively to achieve its Purpose by delivering these Outputs.  This means the Project 
has achieved the Project Purpose Indicator 2.     

2) On the other hand, as to the Project Purpose Indicator 1, the proposal to create “Jalapão Mosaic” is expected to 
be recognized by MMA .   

3) With the reasons above, the Project is expected to attain the Project Purpose by the end of project period.  It is 
emphasized by ICMBio that all the results of the Project are of great value to the management of conservation 
of the Jalapão region. 

4.3 Efficiency 
The efficiency of the Project is high. 

1) The initial PDM was revised on 5 May 2011.  Activities have since been implemented according to the 
revised PDM and PO, and there has since been no notable delay of the implementation.  The PDM is fully 
understood by the counterparts.   

2) Inputs from Japanese side (i.e. expert team, provision of equipment, and training in Japan) are properly used 
for project activities and are highly appreciated by the Brazilian side.  Portuguese speaking Japanese experts 
have certainly contributed to a better communication with Brazilian counterparts and, in particular, with local 
stakeholders.  

3) The periodical and daily communication between the Japanese experts and counterparts are very good: four 
JCC meetings were held to date and there have been many periodical counterpart meetings held about every 
four months.    

4.4 Impact 
The impact of the Project to date is high.  

1) It is widely indicated that the establishment and continuation of the conservation mechanism developed by the 
Project, including the “Jalapão Mosaic”, will lead to the enhanced ecosystem conservation in the Jalapão 
region, thus having a good potential to achieve the Overall Goal within 5 years after the Project comes to an 
end.   

2) The current cooperation period will not allow the Project to capacitate the Mosaic Council members to become 
capable of implementing the Strategic Plan, and undertake some actions in accordance with the Strategic Plan, 
which provides feedback for improvement of the mechanism and the Strategic Plan of “Jalapão Mosaic”.   

3) There are some effects produced outside of PDM activities.  For example, EESGT/ICMBio and Lutheran 
University of Brazil (CEULP/ULBRA) signed a memorandum of three-year cooperation to promote 
environmental education in April 2011. Activities of ASAS had significant benefits by the input from CEULP, 
which was based on this memorandum. 

4) To ensure the sustainability of some outputs/activities of the Project, ICMBio has decided to utilize German 
Agency for International Cooperation (GIZ)’s technical cooperation “Prevention, control and monitoring of 
forest fires and illegal burning in the Cerrado” (2012 – 2015) which is implemented in the Jalapão region.  

5) MMA is promoting the establishment of “mosaics” for biodiversity conservation, and regarding the proposal 
for creating the “Jalapão Mosaic” as a good model example that can be applied for other 13 existing mosaics as 
well as new mosaics to be established in the future in the country. 

4.5 Sustainability 
The prospect of sustainability of the Project is medium at present. 

1) From institutional viewpoint, the prospect of sustainability is high, for the integrated conservation mechanism 
established by the Project is based on legislation and formal agreements between related organizations.  In the 
four municipalities, the Commitment Terms on use of ICMS Ecológico were also signed between the mayor 
and the COMATUR/COMTURMA. That gives significant motivation and incentives for the activities by 
COMATUR/COMTURMA.  Most importantly for the sustainability of the Project, the official establishment 
of “Jalapão Mosaic” is expected by the end of the Project.   

2) The development of technical management capacity of the “Jalapão Mosaic” to implement the Strategic Plan 
(Output 2 and 5) may require more time for training, and actual operational practices and experiences to ensure 
its sustainability.  Likewise, COMATUR/COMTURMA also requires more time to accumulate actual 
operational practices and experiences to ensure its sustainability.  

3) From human resource point of view, there are concerns about the sustainability considering future possible 
transfer and change of staffs of federal/state governments as well as of municipalities.  The Project can deal 
with this issue in part by producing documents, such as technical manuals, training texts, and handover 
procedures. 

4) Financial capacity to sustain the effects and benefits of the Project is regarded as a challenge.  The Jalapão 
Mosaic will involve people from municipalities, civil societies, NGOs and the private sector, whose travel 
expenses to attend the council meetings are not always covered by federal/state government budgets.  As such, 
it is important to prepare a financial plan to minimize costs and help to sustain the management and activities of 
the “Jalapão Mosaic”.   
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4.6  Factors that have promoted or hindered the implementation of project 
(1) Promoting factors 

Japanese experts, through their frequent visits to Palmas, have ensured the coordination and cooperation 
between ICMBio and the state counterparts in project implementation, which is recognized by ICMBio as a 
significant promoting factor for smooth and effective project execution. 

(2) Hindering factors 
In the target 4 municipalities, along with the election of mayors in 2012, member of municipal environmental 

council changed and some staffs of municipalities in charge of the environment were transferred.  The Project 
had to do the training over again, and this interruption of continuity was pointed out as a hindering factor for 
project efficiency.   

5  Results of the Terminal Evaluation 
5.1  Conclusion 

The relevance of the Project is high as the ecosystem conservation of the Jalapão region is aligned with the 
policies of Brazil’s Ministry of Environment and ICMBio, not to mention its global importance as a hotspot of 
biodiversity.  The effectiveness of the Project is high as the Project is properly constructed and is making a good 
progress towards achieving its Purpose by the end of project duration.  The efficiency of the Project is also high 
due to the efforts of both Japanese and Brazilian teams and effective communication and smooth cooperation 
among all participating organizations.  The impact of the Project is high due to the various expected and 
unexpected positive effects of the Project.  The prospect of sustainability is medium at present because there are 
some concerns about the sustainability from technical, human resource, and financial viewpoints.  The Team 
recommends the extension of the project cooperation period to reinforce the Project in terms of “Impact” and 
“Sustainability”. 
5.2  Recommendations 
1) Extension of the project cooperation period 

Although the Project is considered to attain the Project Purpose by the end of the current cooperation period, 
the evaluation results from the aspects of “Impact” and “Sustainability” suggest that the Project needs further 
efforts (1) to consolidate the institutional capacity of “Jalapão Mosaic” through the capacity development of 
mosaic council members and implementation of priority actions of the Strategic Plan, including the support for 
local negotiations towards the creation of a new strictly protected area in Bahia State, in order to facilitate the 
achievement of the Overall Goal, and (2) to strengthen the capacity of the Jalapão Mosaic Council and 
COMATUR/COMTURMA to enhance sustainability of the Project.  Therefore, the Team recommends the 
extension of the project cooperation period to reinforce the Project in terms of “Impact” and “Sustainability”.  
 

2) Leadership of ICMBio to operationalize “Jalapão Mosaic” 
Regardless of the extension of the Project, the Team recommends that, once “Jalapão Mosaic” is officially 

established, ICMBio should play a leading role to coordinate the related organizations for implementation of the 
activities under “Jalapão Mosaic”.  Particularly, municipalities in Jalapão Region absolutely require assistance 
to undertake conservation activities and, hence, ICMBio should extend necessary assistance to such 
municipalities through the mechanism of “Jalapão Mosaic”. 

5.3  Lessons Learnt 
1) Counterparts indicate that the project activities are fully aligned with their own roles and responsibilities in 

their organizations, thus being able to undertake them as a part of their daily duties.  This apparently 
contributes to a high effectiveness and efficiency of the Project implementation. 

2) The revised PDM is well constructed for the Project with achievable and realistic goal, outputs and 
number/selection of target municipalities for three years of the cooperation period.  It is important to prepare a 
good and realistic PDM for the Project to be successful. 

3) The Project was managed in a flexible and timely manner (e.g. revision of PDM, change of work schedules, 
and quick decision-making), which can be attributed to the significant decision making power of the Project 
Manager and the management of the Project by the JICA overseas office that is well aware of the local 
situations in the field and conversant with related organizations. 

4) The Project has invested a lot of time and efforts in the interlocution with local partners and stakeholders, 
which contributed to the smooth implementation of the Project.  The Project could have been even more 
efficiently implemented if such interlocution efforts had been made in the planning stage of the Project. 
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第１章 終了時評価の概要  

 

１－１ 背景  

「セラード」と呼ばれるブラジル連邦共和国（以下、「ブラジル」と記す）中西部を中心

に分布する熱帯サバンナ植生帯は、極めて生物多様性の豊かな地域であるが、同時に世界で

最も生物多様性の喪失が危惧される地域の 1 つと言われている。同地域に位置するジャラポ

ン地域は、アマゾンの熱帯林、及びカアチンガと呼ばれる半乾燥地域の有棘潅木疎林に代表

される生態系とセラードとの移行地帯にあり、多様性に富む生態系が広がっている。さらに

同地域は、パルナイバ河、サンフランシスコ川、トカンチンス川等の重要な河川の水源地域

となっている。  

しかしながら、同地域の周辺では農業開発、放牧等が進んでいる状況であり、ブラジル政

府は、ジャラポン地域の自然を保護するため、セハ・ジェラウ環境ステーション（EESGT）、

パルナイバ河上流域国立公園（PNNRP）等を中心とする 3 つの自然保護区を設置している。

また、トカンチンス州やバイア州政府も、同地域に合計 4 つの州立自然保護区 (ジャラポン環

境保護区、ジャラポン州立公園、リオ・プレト環境保護区、およびリオ・プレト生態系ステ

ーション )を設置している。  

これらの保護区の生態系保全機能を一層高めていくためには、保護区の間を生態系コリド

ーでつなぎ、保護区とコリドーを合わせた地域全体を、戦略性を持って協調しながら管理し

ていくことが求められている。しかし、これを実現していくためには、連邦、州、市の関係

各機関や、NGO、市民団体等、様々な関係者による連携と協力が必要であるが、これをリー

ドしていく立場にあるブラジル政府の自然保護区管理所掌機関「シコメンデス生物多様性保

全院」（ ICMBio）は、2007 年に環境再生可能天然資源院（ IBAMA）から分離・独立した新

しい組織であり、組織と人員の両面におけるキャパシティ向上を必要としている。  

このような背景から、ブラジル政府は、ICMBio の能力開発を図り、ジャラポン地域の自然

を戦略的かつ関係者の協調の下に保全していく体制を構築するため「ジャラポン生態系コリ

ドー技術協力プロジェクト」（以下、「プロジェクト」）への支援を、わが国に対して要請

した。  

わが国政府は、同プロジェクトの実施に向けて、具体的な協力の計画を検討・協議するこ

とを決定し、これを受け国際協力機構（ JICA）は 2008 年 11 月に詳細計画策定調査団を派遣

した。ブラジル側関係機関との協議を経てプロジェクトの基本計画を策定し、2009 年 11 月

に本プロジェクトに係る討議議事録（R/D）に署名した。  

本プロジェクトは、ICMBio をカウンターパート（C/P）機関として、2010 年 4 月から 2013

年 4 月までの期間で実施されている。今回の終了時評価調査は、新 JICA 事業評価ガイドライ

ンに基づきプロジェクトの総合的な評価を行うとともに、プロジェクト目標の達成に向けた

残りの協力期間への短期的提言とプロジェクト終了後への長期的提言を行い、合同評価報告

書に取りまとめ、合意することを目的として実施された。  
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１－２ 終了時評価の目的  

終了時評価の目的は次の通りである。  

1) PDMに基づいて、プロジェクトのこれまでの投入、活動、実施プロセス、成果と実績

を確認するとともに、プロジェクト目標、上位目標の達成見込みを判断する。  

2) JICA事業評価ガイドラインに基づき、評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパク

ト、持続性）の観点からプロジェクトを評価する。  

3) 残りのプロジェクト期間及び今後の活動内容に関する提言を取りまとめるとともに、

将来の類似プロジェクトの形成・実施の参考となる教訓を抽出する。   

 
１－３ 団員構成  

終了時評価は、以下の団員から構成された調査団により実施された。  

 

（ブラジル側）  

氏名  担当  所属  

Mr.Fernando Antônio 

Rodrigues Lima 
プロジェクト評価 環境省自然保護区局スペシャリスト  

Mr. Frederico Dimas de 

Paiva 
プロジェクト評価

ブラジル国際協力庁二国間協力調整プロジェクト

分析官  

 

（日本側）  
氏名  担当  所属  

佐藤一朗  日本側団長  JICA ブラジル事務所次長  

駒沢カズアキ  協力企画  JICA ブラジル事務所所員  

奥田浩之  評価分析  合同会社適材適所コンサルタント  

前田イウゼ  通訳  ‐  

 
１－４ 調査団の派遣日程  

調査団のスケジュールは別添資料 3 の通りである。   
 

１－５ プロジェクトの概要  

2011 年 5 月に開催された JCC 会議において承認された PDM Ver2 によると、プロジェクト

の概要は以下のとおりである。  

(協力期間 ) 

2010 年 4 月 8 日～2013 年 4 月 7 日（3 年間）  

(対象地域 ) 

ブラジルジャラポン地域（セハ・ジェラル生態系ステーションとパルナイバ河上流域

国立公園の間の地域）  

(C/P 機関）  

シコメンデス生物多様性保全院（ ICMBio）  
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(上位目標 ) 

生態系コリドー導入によりジャラポン地域の生態系保全が促進される。（プロジェク

ト終了から 5 年後の時点における達成を見込む。）  

(プロジェクト目標 ) 

ジャラポン地域で生態系コリドーを導入・実施するため、ICMBio の体制が強化される。 

(成果 ) 

1. 自然保護区のバッファーゾーンを含むジャラポン地域生態系コリドー（ JREC）実

施に必要な情報が収集、分析、整理される。  

2. JREC 実施のための組織的な連携が構築される。  

3. JREC の実施に必要な ICMBio 職員及び関係機関職員の能力向上が実施される。  

4. JREC 保全に関する関係機関と地域住民との連携が強化される。  

5. JREC 保全のための戦略文書 /ガイドラインが作成される。  

 
１－６ 終了時評価の手法  

終了時評価は、『新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版』に沿って、必要なデータ・情報を

収集、整理、分析し、当初計画と活動実績、計画達成状況、評価 5 項目等の観点から、プロ

ジェクトの実施状況を総合的に評価する。評価実施の際の基礎ツールとなるのは、本プロジ

ェクト R/D 中のマスタープランに沿ってプロジェクト、成果、指標などが要約された PDM（詳

細計画策定調査時に策定されたものから、2011 年 5 月 5 日に実施した JCC において変更に合

意し、後日計画変更に係るミニッツの署名が行われたもの）である。  

調査団は、まずプロジェクトに関する既存の文献、報告書等をレビューし、次に PDM に基

づき、プロジェクトの実績（投入、活動、アウトプット、プロジェクト目標達成度等）およ

び評価 5 項目ごとの調査項目に関するデータ、情報を収集し、整理するための 2 つのグリッ

ド（成果グリッド及び評価グリッド）を作成した。評価グリッドに基づいて質問票を作成し、

現地調査前にプロジェクト関係者（C/P 機関）に配布、記入を依頼した。日本側調査団は、

現地調査期間中に、プロジェクト実施に関わった連邦政府機関職員、州政府機関職員、対象

4 市の関係者に対するインタビュー・ヒアリングを行った  (添付資料 5、添付資料 6)。  

現地調査は、ブラジル側評価委員と合同で実施された。事前に配布した質問票の回収、報

告書からの情報や知見、プロジェクト関係者へのヒアリング、活動サイトの訪問などにより

得られた結果については、成果グリッド、評価グリッドにいったん整理した。そして、ブラ

ジル C/P、プロジェクト専門家とも協議しながら、プロジェクトの成果を確認し、評価 5 項

目の観点から評価を行い、提言と教訓を抽出して、合同評価報告書に取りまとめた。  

JICA のプロジェクト評価では、評価における価値判断の基準として「評価 5 項目」が採用

されている。評価 5 項目とは、1991 年に経済協力開発機構（OECD）開発援助委員会（DAC）

で提唱された開発援助の評価基準であり、次の 5 項目からなる。  

 

項目  評価の視点  

妥当性  相手国やターゲットグループの政策・方針、優先度やニーズと、プロジェク

トの目標・上位目標との整合性の度合い。  
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有効性  プロジェクト目標の達成度合いを測り、活動・成果・目標の関係など、プロ

ジェクトが有効に組み立てられていたかどうかを検証。  

効率性  プロジェクトが期待する成果（アウトプット）を達成するために効果的に資

源（インプット）を使っているかどうかをみる。  

インパクト  上位目標への進捗度合いの他、プロジェクトによって意図的または意図せず

に生じる正・負の変化を評価する。環境・貧困削減・ジェンダー等の開発指

標にもたらす影響を含む。  

持続性  プロジェクトによる支援が終了しても成果が持続するかどうかについて、制

度、技術、人材、財政の各視点からの見込み。   
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第２章 プロジェクトの実績  
 

２－１ 投入実績  

(日本側 ) 

1) 専門家の派遣  

2009 年 11 月 20 日の R/D 署名に続いて、2010 年 4 月に 3 名の専門家の派遣をもってプロ

ジェクトが開始された。この 3 名を含め、3 年間で 7 名の専門家が、合計 1,573 日（52M/M）

派遣された。 (2012 年度の派遣については、計画日数を含む。 ) 専門家の指導科目は、チ

ーフアドバイザー、生態系保全、組織強化、参加型資源管理、GIS である。また、プロジ

ェクトの現地における実施促進のため、プロジェクトは現地スタッフ、現地コンサルタン

トを雇用している。〔添付資料 5 中の Annex5（英語版）〕   

 

2) 本邦研修   

2011 年 6 月に実施された本邦研修には、ICMBio からプロジェクト・マネージャーを含

む 3 名が参加した。本邦研修については、2012 年 11 月に、さらに ICMBio からの 3 名の

職員に対して実施される計画である。〔添付資料 5 中の Annex8（英語版）〕  

 

3) 資機材供与  

車両 2 台、GIS データサーバー、GIS ソフト、リモートセンシングソフト、衛星画像等

の資機材が供与され、その調達については JICA ブラジル事務所が行った。成果 1 に必要

な GIS データサーバーについては、当初  DMOC - ICMBio に設置されたが、その後、当

該データサーバーに格納されていた GIS データが ICMBio 全体の情報システムに統合さ

れたため、 ICMBio ではサーバーは不要となった。機材の有効活用を図るため 2012 年 6

月に、Web-GIS システム（ソフトウェア）とともに、サーバーをジャラポン地域トカン

チンス州の SEPLAN に移転し、プロジェクトで作成した GIS データベースをトカンチン

ス州政府での利用のために供与した。〔添付資料 5 中の Annex7（英語版）〕  

 

4) 現地業務費  

日本側は、現地におけるプロジェクト活動の実施に必要な費用の一部を負担している。

その主な内訳は、現地スタッフ・現地コンサルタントの雇用、配布物・資料の作成、会議・

ワークショップの開催、消耗品を含むその他の出費であり、プロジェクト期間の 3 年間で

合計 7,719 万円（3 年目については、予定値）である。〔添付資料 5 中の Annex9（英語版）〕 

 

(ブラジル側 ) 

1) C/P の配置  

C/P は、連邦政府機関 ICMBio の本部（ブラジリア）、その EESGT 事務所（リオ・ダ・

コンセイソン）及び  PNNRP 事務所（コヘンテ）の職員であり、終了時評価時点では 10 名

の C/P がプロジェクト活動に携わっている。さらに、トカンチンス州政府機関（SEMADES, 
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NATURATINS, SEPLAN）の職員、またバイア州政府機関 (INEMA)の職員が、州 C/P7と位置

づけられてプロジェクトに従事した。〔添付資料 5 中の Annex8（英語版）〕  

 

2) 現地活動費  

ICMBio とトカンチンス州政府機関（SEMADES, NATURATINS, SEPLAN and INEMA）は、

プロジェクト活動の実施に必要な費用を負担している。C/P 機関 ICMBio の支出の内訳は、

車両の燃料費・メンテナンス費、雇用費、旅費等であり、プロジェクト期間の 3 年間で  272

万レアル（3 年目については、計画値）となっている〔添付資料 5 中の Annex9（英語版）〕。  

 

２－２ プロジェクトの進捗と実績  

プロジェクトの成果と実績の進捗度は、成果グリッド 1 ‐指標に照らした実績〔添付資料

5 中の Annex10（英語版）〕及び成果グリッド 2 - 活動レベルの進捗度〔添付資料 5 中の Annex11

（英語版）〕に詳細に記述した。  

 

1) 成果 1 自然保護区のバッファーゾーンを含むジャラポン地域生態系コリドー（ JREC）

実施に必要な情報が収集、分析、整理される。  

現在プロジェクトのホームページが ICMBio ホームページ内に構築され、自然保護区

のバッファーゾーンを含む JREC 実施に必要な情報が検索、抽出できる。具体的にはプ

ロジェクト対象地域に係る社会経済情報、地質・気象情報、コリドー等主要関連用語に

係る説明、本件協力に係る説明などが確認可能である (指標 1.1)。またこれらデータベー

スは定期的 (年に 4 回以上 )に更新されており、必要な情報のタイムリーな収集・分析・整

理が C/P の現地作業結果報告や関連機関からの情報提供等を基にしたホームページへの

アップロードによりなされ、情報の追加がなされている (指標 1.2)。これら情報は関係機

関の間へ発信・共有もなされ、プロジェクトのパンフレット、ジャラポン地域アトラス、

環境教育のための読本など、様々な種類・形式での情報資料、啓発資料が作成され整理

されている (指標 1.3 および 1.4)。以上より、成果 1 は達成されていると判断する。  

 

本成果に係る各指標については以下の通りである。  

・ 指標 1.1 収集情報を整理したデータベースが作成される。  

プロジェクトが開発したジャラポン地域を対象とする Web-GIS システムは、最初は

日本側から供与した GIS データサーバーにインストールして運用し、 ICMBio 内での利

用に供された。しかし、 ICMBio が新規の Web-GIS システム（ブラジル全国を対象とし

たもの）の構築に新たに着手したため、並行して 2 つの独立した Web-GIS を設置する

のは非効率と考えられ、両者が統合されることとなった。日本人専門家チームと ICMBio

の協議の結果、プロジェクトにより開発された Web-GIS は、ジャラポン地域の保全・

管理への効果的利用のため、データコンテンツも含めてデータサーバーとともにトカン

チンス州政府に移管されることとなった。こうしたことから、ジャラポン地域の

                                                      
7R/D 上は ICMBio の職員だけがカウンターパートとされているが、トカンチンス州関係局の職員はプロジェクトを

実施していく上で重要な役割を果たしていることから、「州カウンターパート」と位置付けられるようになった。 
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Web-GIS システムは、2012 年 6 月に SEPLAN ネットワークに移転された。現在 SEPLAN

のホームページが、この Web-GIS システムへのポータルとなるよう変更が進められて

おり、Web-GIS システムの公開セレモニーが 2012 年 11 月 9 日にパルマスにおいて実施

される予定である。  

 http://corredorjalapao.seplan.to.gov.br/jalapao/ 

・ 指標 1.2 ICMBio ウェブサイト内に設置されたプロジェクトホームページが少なくと

も年 4 回更新される。  

プロジェクトのホームページが ICMBio ホームページ内に構築され、情報の追加やニ

ュースリリース、ダウンロードのための出版物・地図の追加により、定期的に（年に４

回以上）更新されている。  

 http://www.icmbio.gov.br/projetojalapao/ 

・ 指標 1.3 JREC 実施に必要な情報が関係機関の間に発信され共有される。  

 / 指標 1.4 情報共有資料が作成される。  

プロジェクトのパンフレット、ジャラポン地域アトラス、対象市で利用するためのプ

ロジェクト紹介バナー、CEIT （マテイロス市観光展示・情報センター）やサン・フェ

リックス市に掲示する環境パネル、環境教育のための読本、環境教育ビデオなど、様々

な種類・形式の情報資料、啓発資料が作成、配布された。  

今後プロジェクト終了までに実施する活動としては、1)ジャラポン地域アトラスの改

訂、2)SEPLAN ホームページ内の Web-GIS システムの情報拡充と一般公開がある。  

 

2) 成果  2 JREC 実施のための組織的な連携が構築される。  

連邦レベル機関（ ICMBio 及び MMA）や州レベル機関（知事、SEMADES、NATURATINS、

SEPLAN）等関係機関間でジャラポン生態系コリドーの導入と実施に関する協力協定書が

署名され（指標 2.1）、この協定書に基づき、2011 年 11 月以降 2012 年 8 月までの間に、

関係機関の調整委員会が定期的に 4 回開催された（指標 2.2）。この協定書署名及び調整

員会の開催によって成果２については達成したといえるものの、JREC をさらに堅固にし、

当該地域連邦・州・市の計 9 つの保護区の管理者による参加型で統合的な保護区管理メ

カニズム（通称「ジャラポン・モザイク」）として MMA の認可を得るなどが未完であ

る。上位目標達成に向けて同認可やプロジェクト成果の拡大（ ICMBio とバイア州との間

の協力協定書の署名）についてプロジェクトの残り期間での達成を期待する。  

 

各指標についての説明は次の通りである。  

・ 指標 2.1 JREC 実施に資する連邦・州間環境協力協定書に関して、関係機関から組織的

な同意を得る。  

ジャラポン生態系コリドーの導入と実施に関する協力協定書  No.06/2011 の署名が、

ICMBio 総裁、MMA 局長、SEMADES 局長、NATURATINS 総裁、SEPLAN 局長、トカ

ンチンス州知事により、2011 年 9 月 29 日に行われた。  

・ 指標 2.2 JREC 実施のための関係機関との会議が少なくとも年 3 回実施される。  

協力協定書に基づき、2011 年 11 月以降 2012 年 8 月までの間に、関係機関の調整委員

会が定期的に 4 回開催された。  
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以上に加えて、更にプロジェクトは、「ジャラポン・モザイク 8」の設置を進めてい

る。                                     

2012 年 8 月までに、モザイクを構成することになる連邦・州・市の計 9 つの保護区の

管理者によりジャラポン・モザイクへの参加確認書の署名がなされ、さらに「ジャラポ

ン・モザイク」設立に向けた提案書が作成され、2012 年 9 月に MMA に提出された。現

在、MMA において、省令によるモザイクの認知に向けた検討が進められている。  

成果 2 は既に目標を達成しているものの、さらに上位目標の達成に向けた残り期間中

の追加的な活動については、1) 環境省における「ジャラポン・モザイク」の正式な認

知に向けたフォローアップ、2) ICMBio とバイア州との間の協力協定書の署名に向けた

フォローアップ、3) ジャラポン・モザイク審議会設立支援と審議会メンバーに対する

「戦略計画 9」実施に関する能力強化がある。  

 

3) 成果  3 JREC の実施に必要な ICMBio 職員及び関係機関職員の能力向上が実施される。 

C/P に対する研修が参加型森林保全等当該分野関連で合計 20 回（終了時評価時点）実

施され（指標 3.1）、一般公開のセミナーがこれまで 4 回（2010 年 5 月キックオフセミ

ナー、2011 年 9 月 RPPN 技術セミナー、2011 年 11 月 JREC 保全技術セミナー、2012 年

10 月成果 4 総括セミナー）開催された（指標 3.2）。これらの研修・セミナーにより参

加型森林保全に関する当該関連職員の能力向上が実施されたことから、成果 3 はほぼ達

成されたと判断する。  

 

各指標についての詳細は以下の通りである。  

・ 指標 3.1 関係機関も含めて、研修、視察などの能力向上のための活動が、プロジェク

ト期間中少なくとも 2 回実施される。  

GPS/GIS、RPPN、森林火災の予防と管理、参加型生物多様性保全、MONA 等の分野

において、C/P に対する研修が終了時評価の時点までで合計 20 回（本邦研修の 1 回も含

まれている）開催されている。  

・ 指標 3.2 JREC 保全のためのセミナーが、プロジェクト期間中少なくとも 2 回実施さ

れる。  

一般公開のセミナーがこれまで 4 回（2010 年 5 月キックオフセミナー、2011 年 9 月

RPPN 技術セミナー、2011 年 11 月 JREC 保全技術セミナー、2012 年 10 月成果 4 総括セ

ミナー）開催された。  

今後プロジェクト終了までに実施する活動としては、1) 2012 年 11 月の第 2 回本邦研

修、2) SEPLAN 職員に対する Web-GIS の運用と管理に関する技術移転、3) 2012 年 11

月と 2013 年 3 月の C/P 会議、4) 2013 年 3 月のプロジェクト終了セミナーがある。  

 

                                                      
8 プロジェクトを実施していく中で「生態系コリドー」及び「モザイク」の概念と定義がプロジェクト関係者の間で

次第に明確になり、PDM 中の「 JREC」の語句については、参加型で統合的な保護区管理メカニズムである「ジャラ

ポン・モザイク」と同義であるとの認識が形成された。したがって、終了時評価報告書では、JREC と同じ意味で「ジ

ャラポン・モザイク」を使用している。  
9 「戦略計画」は、 SNUC に関する省令第 4340 号（ 2002 年 8 月 22 日）第 3 章で定義される、保護区「モザイク」管

理の調和・統合・最適化のための指針と活動を定めるものである。  
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4) 成果  4 JREC 保全に関する関係機関と地域住民との連携が強化される。  

地域（市）レベルにおいて、JREC 保全に関するモデル・プロジェクトの形成を通じた

活動計画・実施能力の強化、環境保全交付金の適正利用に向け研修が実施され、環境教

育に関する教員研修が実施された（指標 4.1）。本件協力対象４市において、市環境・観

光審議会に関する制度が整えられ、活動を開始した（指標 4.2）。市レベル機関で活動す

る人材の研修により、同機関と住民の連携を強化するとともに、現地住民でもある教師

の研修により住民への接触もなされることとなった。すなわち関係機関職員は技術的に

も制度的にも地域住民への啓もうを行える能力を獲得し、上記教師研修などへの関与に

より直接の住民との連携を強化したことから、成果 4 は達成と判断する。  

 

各指標に関する詳細については以下の通りである。  

・ 指標 4.1 地域住民を対象とした研修が、プロジェクト期間中少なくとも 2 回実施され

る。  

COMATUR/COMTURMA の能力強化に関する一連の研修プログラムが 2012 年に実施

された。具体的には、モデル・プロジェクトの形成を通じた活動計画・実施能力の強化、

組織運営管理能力の強化、 ICMS Ecologico10（環境保全交付金）を適正利用するための

財務管理能力の強化等のための研修が実施された。また、環境教育に関する教員研修

（ASAS）がリオ・ダ・コンセイソンとマテイロスで 2011 年に、サン・フェリックスと

ポンテ・アルタで 2012 年に、CEULP/ULBRA と連携して実施された。  

・ 指標 4.2 関係機関の支援によって、自治体の環境関連条例が強化される。  

ポンテ・アルタ市、リオ・ダ・コンセイソン市、サン・フェリックス市、マテイロス

市の対象 4 市において、市環境・観光審議会（COMATUR/COMTURMA）に関する制度

がプロジェクトの支援により整えられ（具体的には、審議会メンバー任命に関する条例

や審議会内規承認など）、2012 年 7 月までに 4 市において COMATUR/COMTURMA が

活動を開始した。  

 ICMS Ecologico （ 環 境 保 全 交 付 金 ） の 適 正 利 用 に 関 す る 合 意 書 が 、 4 市 の

COMATUR/COMTURMA と市長の間で 2012 年 10 月に署名された。これによって ICMS 

Ecologico の特定の割合が COMATUR/COMTURMA の活動に使えることとなった（ポン

テ・アルタ 50%、リオ・ダ・コンセイソン 30%、マテイロス 20%、サン・フェリックス

25%）。  

 サン・フェリックス市では、2011 年に SMUC が成立した。これによって市による保

護区の設置が可能となった。2012 年 7 月 2 日のサン・フェリックス市長の署名により、

SMUC に基づくソノ川沿いの市立自然遺跡（MONA）のための市条例 No 034/2012 が成

立、トカンチンス州で初めての市立保護区が設立された。  

 ICMBio の省令 No. 45/2012 に基づき、2012 年 4 月に、EESGT 審議会が正式に登録

（承認）された。EESGT の管理事務所（リオ・ダ・コンセイソン）は、プロジェクト

実施前には住民とのかかわりがほとんどなかったが、プロジェクトの支援により地域に

おける協働体制が構築されることとなった。  
                                                      

10 ICMS Ecologico は、市による保護区の保全管理を促すための州利益分配の仕組みである。その財源は、州税であ

る ICMS（商品・サービス流通税）である。  
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 今後プロジェクトの残りの期間に実施される活動としては、 1) 市立保護区 (MONA)

に関する管理計画の作成、2) 保護区域の間の生態系の連続性を維持するためのサン・

フェリックス市の詳細地理データの完成、3) ICMS Ecologico 紹介マニュアルの改訂に関

するトカンチンス州政府への支援がある。  

 
5) 成果  5 JREC 保全のための戦略文書 /ガイドラインが作成される。  

戦略文書 /ガイドラインはほぼ完成し、プロジェクト終了までの完成を見込んでいる（指

標 5.1）。ついては、本成果はプロジェクト終了までにほぼ達成の見込みである。  

 

指標に関する説明は以下の通りである。  

・ 指標 5.1 JREC 保全のための「状況分析と妥当性分析」「戦略的アクションプラン」

「運用ガイドライン」が作成される。  

「ジャラポン・モザイク」戦略計画の作成については、第 1 部（診断と妥当性）、第

II 部（活動計画）は終了時評価実施時点で既に完成している。一方、第 III 部（運営ガ

イドライン）についてはプロジェクト終了までに完成を見込む。内容に関する合意形成

に向けたワークショップがブラジリアで実施予定である。  

 終了時評価以降に実施される活動としては、1) 戦略計画検討のためのワークショッ

プ、2) ICMBio 及び協力機関（Naturatins や INEMA など ) による戦略計画の承認と発行

がある。  

 
２－３ プロジェクト目標の達成見込み  

プロジェクト目標：ジャラポン地域で生態系コリドーを導入・実施するため、ICMBio の体

制が強化される。  

JREC 導入と実施に向けた関係機関の連携強化に当たり、ICMBio の調整によって、JREC 導

入と実施のための「戦略文書」が関係機関から同意を得つつほぼ完成しており（指標 1）、

生物多様性保全を促進するための多数の機関が連携する体制を構築している（指標 2）こと

から、プロジェクト目標はプロジェクト終了までに達成の見込みである。  

 
指標に関する説明は以下の通りである。  
・ 指標 1 ICMBio の調整により、 JREC 導入と実施のための「戦略文書」が関係機関か

ら同意を得る。  

「ジャラポン・モザイク」戦略計画については、関係者の参加と合意を得ながら策定中

であり、プロジェクト終了までの完成を見込んでいる。  

・ 指標 2 ICMBio の調整により、ジャラポン地域で生物多様性保全を促進するためのメ

カニズムが構築される。  

本プロジェクトの目標としているジャラポン地域で生態系保全を実施するための「体

制」とは、1) 連邦・州の関係機関が組織的な連携を促進するための枠組み（成果 2 お

よび成果 3 に対応）、2) 連邦・州の関係機関が連携して保全に取り組むための指針（成

果 1、成果 3、成果 5 に対応）、そして 3) ジャラポン地域の多様なアクターが保全に参

加するための基盤（成果  3、成果  4 に対応）と定義されている。また、これら体制を構
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成する要素については、プロジェクトにより各成果として実現されてきている。したが

って、ジャラポン地域で生物多様性保全を促進するためのメカニズムは構築されている

といえる。  

 
２－４ 上位目標の達成に向けた進捗   

上位目標：生態系コリドー導入によりジャラポン地域の生態系保全が促進される。  

・ 指標 JREC 導入と実施のための「戦略文書 /ガイドライン」が適用される。  

「ジャラポン・モザイク」が環境省により正式に登録され、モザイク審議会の設立と

戦略計画の承認が環境省により行われれば、戦略計画の実施が始まることになる。  な

お、「ジャラポン・モザイク」は終了時評価時点では環境省による審議に入っている。 

プロジェクトにより構築された生物多様性保全メカニズムは、上位目標となっているジ

ャラポン地域の生態系保全の促進に役立つことが期待される。  

 

２－５ 実施プロセス  

ジャラポン地域は、ブラジル東北部 4 州（トカンチンス州、バイア州、マラニョン州、ピ

アウイ州）16 市に広がっている。プロジェクトの活動としては、ブラジリア（ ICMBio 本部）、

パルマス（トカンチンス州政府機関 SEMADES、NATURATINS、SEPLAN）、サン・フェリ

ックス（対象市）、マテイロス（対象市および PEJ）、リオ・ダ・コンセイソン（対象市お

よび EESGT）、ポンテ・アルタ（対象市）および PNNRP にまたがっている。日本側専門家

チームは、ブラジリアの ICMBio 本部と、リオ・ダ・コンセイソンの EESGT 事務所に拠点を

置き、これらの広範な地域の活動をカバーする効果的プロジェクト実施・運営のために、現

地スタッフと現地コンサルタントを雇用している。  
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第３章 5 項目による評価  
 

３－１ 妥当性  

プロジェクトの妥当性は高い。  
1) MMA 及び ICMBio にとって、セラード、特にジャラポン地域の保全に関する政策的重要

性は、プロジェクト開始当初から変わっていない。MMA はセラードを優先保全地域とし

ており、2005 年 11 月「持続的セラードプログラム」や 2010 年 9 月「セラードの森林伐

採・火災の予防・管理のための活動計画」等の施策によりセラードの生態系保全に取り

組んできた。次回「セラードの森林伐採・火災の予防・管理のための活動計画」を改訂

する際は、MMA は「ジャラポン・モザイク」の取組み例を反映させたいとしている。こ

のように、ジャラポン地域は ICMBio と MMA にとって優先度の高い保全地域の 1 つであ

り、プロジェクトはこうした関連政策に合致している。  

2) ICMBio 及びジャラポン地域の関係機関は、ジャラポン地域内の全ての保護区の取組みを

調整し効果的な生態系保全につながるメカニズム構築の必要性を認識している。プロジェ

クトは、ジャラポン・モザイクの設立を進めることでこうした関係機関のニーズに応えて

いる。さらに、今回の終了時評価調査で訪問した対象 4 市の関係者インタビューによって、

地域の豊かな自然環境を利用したエコツーリズムの実施が現地の主要な経済活動であり、

よって対象 4 市は観光促進のためにも自然保護に積極的であることが確認できた。プロジ

ェクトは、対象 4 市のエコツーリズムの支援と貴重な自然遺産を保全するための能力強化

を進めることで、こうしたニーズに応えている。このように、プロジェクトは連邦、州、

市の各レベル関係機関の開発ニーズも満たしている。  

3) 日本のブラジルに対する ODA 事業展開計画（2011 年 6 月付）は、環境保全を重点分野の

1 つとしており、土地利用、土地利用変化及び林業部門（LULUCF）がブラジルの温室効

果ガス排出量の 4 分の 3 を占めるとされていることから、森林保全は、気候変動対策の

観点からも重要であるとしている。セラードを含むブラジルの貴重な動植物が開発活動

により脅かされているとの認識の下、ODA 事業展開計画の中では、本プロジェクトは環

境保全重点分野のなかの気候変動プログラムの中に位置づけられている。このように、

本プロジェクトは日本のブラジルに対する ODA 政策とも整合している。  

 
３－２ 有効性  

プロジェクトの有効性は高い。  

1) プロジェクトは、上記「２－２  プロジェクトの進捗と実績」で確認したように、終

了時評価の時点ですでに成果のほとんどを達成している。これらの 5 つの成果は、ジ

ャラポン地域の生物多様性保全を促進するメカニズムにとって必要不可欠なコンポー

ネントであり、 JREC 実施に必要な情報が収集、分析、整理（成果 1）され、組織的な

連携の構築（成果 2）がなされることで、連邦・州・市等雑多な行政機関側の一体化が

可能となる。一方現場住民レベルでも地域住民との連携が強化（成果 4）され、行政・

住民の連携を強化する。行政の一体化・住民との連携という基礎の上に JREC の実施

に必要な能力向上がなされた ICMBio 職員（成果 3）がリーダーシップをとり JREC の
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実施推進を行い、戦略文書 /ガイドラインを作成する（成果 5）。この一連の成果達成

により、プロジェクト目標（ジャラポン地域で生態系コリドーを導入・実施するため、

ICMBio の体制が強化される）を達成できるよう効果的に組み立てられている。  

2) プロジェクト目標指標 1（ジャラポン・モザイク戦略計画の関係機関による同意）に

ついては、戦略文書はほぼ完成しているが、この認可等による具体的な活用が今後の

重要な課題である。終了時評価の時点では、2012 年 9 月に提出された設立に関するプ

ロポーザルに基づき、ジャラポン・モザイクは、MMA により正式に認知される見通し

である。正式に認知・登録されれば、ジャラポン・モザイク審議会の設立と戦略計画

の承認及び実施が求められる。戦略計画はこれまで予想される審議会メンバーや関係

者の意見を取り入れつつ参加型により作成されていることから、審議会による合意は

得られる見込みである。  

 
３－３ 効率性  

プロジェクトの効率性は高い。  

1) プロジェクト開始時の PDM は、その後 2011 年 5 月 5 日に改訂された。プロジェクト

の活動は、改訂後の PDM と PO にそって実施され、プロジェクトの実施について目立

った遅れはなかった。PDM については十分に C/P に理解されているだけでなく、プロ

ジェクトの計画・モニタリングのためのツールとして効果的であると認識されており、

ジャラポン・モザイク戦略計画の中のアクションプランが PDM のフォーマットを用い

て記載されている。   

2) 日本側の投入（専門家の派遣、設備供与、本邦研修）はプロジェクト活動に効果的に

利用され、ブラジル側からは高い評価の声が聞かれた。日本人専門家はポルトガル語

を話すことで、連邦・州の C/P、さらにはコミュニティの人々とのより良いコミュニケ

ーションを実現しており、プロジェクト実施の高い効率性に寄与している。  

3) 定期的、日常的な日本人専門家と C/P との間のコミュニケーションは極めて良好であ

る。これまで JCC は 4 回開催（2010 年 4 月、2011 年 5 月、2011 年 12 月、2012 年 5

月）され、この他に定期的な C/P 会議（2010 年 5 月から 2012 年 8 月までの間で 10 回）

が開催されている。日本人専門家は、頻繁にパルマスを訪問することで、ICMBio と州

政府 C/P の間の調整・協働を担保した。パルマスに支部を持たない ICMBio にとって、

このことはプロジェクトを円滑に実施するうえで大きな促進要因となったことの言及

があった。  

4)「２－２ プロジェクトの進捗と実績」において記載したように、本件協力にてアウ

トプットは各成果についておおむね順調に達成されており、もっとも効率的な状況で

各成果が達成されるために PDM の内容検討と改訂〔上記  1）〕、連邦、州、市の C/P

等とのコミュニケーションを重視した日本側投入〔上記  2）〕、C/P 会議等正式会合の

十分な開催・実施〔上記  3）〕によりプロジェクトにとって必要かつ十分な投入が現

地のニーズに応じて常に調整されて行われたことから、効率性は高いと判断する。  

 
３－４ インパクト  

プロジェクトのインパクトは高い。  
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1) プロジェクトにより構築された「ジャラポン・モザイク」を含む生態系保全メカニズ

ムが持続し発展していくにあたり、バイア州が参加したことは、ジャラポン地域のバ

イア側がより農業開発の圧力に晒されている事実を考えれば極めて重要である。「ジ

ャラポン・モザイク」が正式に発足して活動を開始すれば、上位目標達成の見込みは

更に高くなるものと期待される。  

2) その一方で、ジャラポン・モザイクの運営・実行能力を確実なものにするためには、

2013 年 4 月までの残り期間で、ジャラポン・モザイク審議会のメンバーが戦略計画を

遂行し、活動を実施していけるようになるための能力強化をプロジェクトとして行う

ことは難しい。ジャラポン・モザイクとしてある程度の期間活動することで、構築さ

れたメカニズムと戦略計画の改善に向けたフィードバックが出てくることも考えら

れる。また、プロジェクト残り期間の優先活動の 1 つは、バイア州における新たな保

護区の設置に向けた地方レベルでの交渉を支援することである。こうしたことから、

多くのプロジェクト関係者よりプロジェクト期間の延長の必要性が強調された。  

3) PDM 内の活動以外でも、プロジェクトの実施に伴ういくつかのインパクトが見られ

る。例えば、EESGT/ICMBio と EULP/ULBRA のイニシアティブにより、両者の間で

環境教育プログラム（ASAS）を推進していくための技術協力協定書が 2011 年 4 月

11 日に署名された。協定書に基づく CEULP からの投入は、ASAS の活動実施にとっ

て大きな支援となっている。ASAS については、トカンチンス州教育局は州内の他市

にも広げていくことを表明している。さらに、 ICMBio は、戦略計画の実行のために

バイア州とも協定書の署名を交わす予定としている。  

4) 上位目標の達成に向けては、他の援助機関が実施しているプロジェクトとの協調・協

働も図っていくことが求められる。BMU/GIZ/KfW の支援による「セラードにおける

森林火災および不法伐採の防止・管理・モニタリング」プロジェクト（2012 年～2015

年）がジャラポン地域で実施されており、保護区管理の向上、火災の減少、延焼面積

の自動定量的把握のための技術開発などの活動が進められている。プロジェクトのい

くつかの成果・活動の持続性確保に向けて、 ICMBio は BMU/GIZ/KfW プロジェクト

の技術協力を活用していくことを既に決定している。  

5) MMA は、生物多様性保全に向けて「モザイク」を積極的に進めたい考えであり、「ジ

ャラポン・モザイク」を「モザイク」システムの優良事例として、既存の他の 13 の

モザイク、および今後設立される新たなモザイクへ適用していくことを見込んでいる。  

6) プロジェクトにおける専門家、機材、研修等の投入により、上記「３－３ 効率性」

でも記載したようにアウトプットを構成する 5 つの成果はおおむね達成されている。

プロジェクト目標レベルとしてはほぼ達成と判断してよいが、「生態系コリドー導入

によりジャラポン地域の生態系保全が促進される（上位目標）」のために本件プロジ

ェクトと隣接しジャラポンと同等の自然条件にある近隣州（特にバイア州）にも活動

を拡大する。併せて〔上記 1）及び 3）〕、ジャラポン・モザイク審議会結成に係る支

援〔上記 2）〕や他プロジェクトとの協力〔上記 4）〕など本件協力で実施した活動の

継続あるいは拡大が必要である。この結果を今後の新規モザイク結成〔上記 5）〕につ

なげることにより、ジャラポン・モザイクがシステムの優良事例として確立し、ジャ

ラポン地域の生態系保全が確実に促進されていることが明示可能となる。これら上記
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1）から 5）の活動については終了時評価時点で、プロジェクト終了後 5 年で達成可能

と判断する。  

 

３－５ 持続性  

プロジェクトの持続性の見込みは、現時点では中程度である。  

1) 制度的な観点からは、プロジェクトの持続性の見込みは高い。ジャラポン生態系コリ

ドー協定書第 06/2011 号、COMATUR/COMTURMA メンバーの任命および内規策定に

かかる市条例、サン・フェリックス市 MONA 設立のための市条例 No 034/2012、EESGT

審議会の登録のための ICMBio 省令第 No 45/2012 号など、プロジェクトにより構築さ

れた統合的な保全メカニズムは、法律および関係機関の間の合意文書など、法・制度

の整備を伴っている。対象 4 市において、市長と COMATUR/COMTURMA の間で合意

文書が署名され、ICMS Ecologico の一定割合を COMATUR/COMTURMA が自由に使え

るようになったことは、COMATUR/COMTURMA の活動活発化への大きな動機づけ・

インセンティブである。さらに、プロジェクト終了時までに期待される「ジャラポン・

モザイク」の正式登録は、プロジェクト効果の持続性に向けた最も大きな成果である。  

2) 技術的な観点からの持続可能性の見込みは、成果により異なる。ジャラポン地域生態

系管理のための情報システム（成果 1）、 ICMBio 及び州政府機関の C/P の技術力（成

果 3）は持続する可能性は大きい。一方、戦略計画に基づく「ジャラポン・モザイク」

の技術的な管理能力の強化（成果 2 および成果 5）については、今後の持続性の担保の

ためには、研修の実施や審議会メンバーが実際の運営経験を積んでいくなど、もう少

しプロジェクトとして時間をかけることが必要である。また対象 4 市については、

COMATUR/COMTURMA の計画・実施能力、組織・財務能力の強化のための研修が 2011

年に集中的に実施され、2012 年 10 月 26 日には、「成果 4」に関する総括セミナーが

開催された。しかしながら、COMATUR/COMTURMA についても、今後の持続性を担

保のため、もう少し時間をかけて実際の運営・経験を積んでいく間、プロジェクトと

してのモニタリングが必要と考えられる。  

3) 人材的な観点からは、今後の連邦・州政府および市の職員の人事異動への懸念はある

が、プロジェクトはこうした懸念に対して、技術マニュアル、研修テキスト、引継文

書などを準備することで、部分的に対応することは可能である。  

4) 財政的な観点からの持続可能性の確保は大きな課題である。ICMBio は、プロジェクト

により作成された資料の複製または新しい資料の作成は予算的に難しいとしている。

また、ジャラポン・モザイクは、連邦・州政府の職員だけでなく、市職員、市民社会・

NGO そして民間企業からの代表も参加することになるが、こうしたメンバーの審議会

出席のための旅費については、必ずしも政府予算でカバーされるわけではない。この

ため、「ジャラポン・モザイク」の運営経費を抑えるとともに、維持管理と活動実施

に適した財務計画を作成することが重要である。EESGT 審議会についても、異なった

市の様々なメンバーが関わっていることから、同様の課題を抱えている。こうした審

議会に出席するための旅費については、 ICMS Ecologico の利用も検討していく必要が

ある。  
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第４章 終了時評価の結果  
 

４－１ 結論  

ジャラポン地域の生態系保全は、MMA および ICMBio の政策と合致しており、その生物多

様性ホットスポットとしての国際的重要性からも、プロジェクトの妥当性は高い。プロジェ

クトは効果的に組み立てられており、プロジェクト期間中のプロジェクト目標達成も見込め

ることから、プロジェクトの有効性は高い。日本人専門家とブラジル側 C/P の双方の努力と、

関係機関の間の効果的で円滑なコミュニケーションにより、プロジェクトは効率的に実施さ

れている。プロジェクトの終了後に上位目標が達成される見込みは十分あり、その他にもプ

ロジェクト実施に関連するいくつかの活動も起こっていることから、プロジェクトのインパ

クトは高い。持続可能性の現時点での見込みは中程度であり、これは技術的・人材的・財務

的な観点からは若干の懸念が見られるためである。ジャラポン・モザイクの運営・実行能力

を確実なものにするために 2013 年 4 月までの残り期間で、ジャラポン・モザイク審議会のメ

ンバーが戦略計画を遂行し、活動を実施していけるようになる能力強化をプロジェクトとし

て行うことは、準備そのものの期間が不足するだけでなく、ジャラポン・モザイクとしてあ

る程度の期間活動することにより同活動に係る課題への対応などについて支援する事も重要

である。また、農業圧力が強化されているバイア州における新たな保護区の設置に向けた地

方レベルでの交渉を支援することが重要であることから、本分野での協力の継続は効果拡大

に重要になると判断する。  

 
４－２ 提言  

1) プロジェクト協力の継続  

プロジェクトは予定終了期間内にプロジェクト目標の達成は確認できるものの、「イン

パクト」および「持続可能性」における評価結果を踏まえて、プロジェクトは今後次の努

力を行っていく必要がある。 (1)上位目標の達成に向けて、「ジャラポン・モザイク」審議

会メンバーの能力強化と戦略計画の優先分野の実施支援により、バイア州での新たな保護

区設置のための地域交渉を含む「ジャラポン・モザイク」の制度的な能力を確かなものに

すること、(2)「ジャラポン・モザイク」審議会および COMATUR/COMTURMA の能力強化

を進め、プロジェクトの持続性を向上させること。こうした課題を踏まえて、調査団はプ

ロジェクトのインパクトと持続性を向上させることを目的とする新プロジェクトの実施な

どを提言する。  

 

2) 「ジャラポン・モザイク」立ち上げにおける ICMBio のリーダーシップ  

プロジェクト期間の延長の有無に関わらず、「ジャラポン・モザイク」の正式発足後は、

ICMBio は「ジャラポン・モザイク」に係る活動実施の調整に関するリーダーシップをとる

こと。特に、ジャラポン地域の対象 4 市は生態系保全活動を今後実施していくための支援

を必要としていることから、ICMBio はこのような市に「ジャラポン・モザイク」のメカニ

ズムを通して求められる支援を提供していくことを踏査団は提言する。  
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４－３ 教訓  

1) プロジェクトの活動は、C/P の組織内における役割・責任と良く合致していたことから、

プロジェクト活動を通常業務の一部として取り組むことが出来た、と連邦・州の C/P よ

り言及があった。C/P の本来業務とプロジェクト活動との一致は、本プロジェクトの高

い有効性・効率性に貢献している。  

2) 改訂 PDM は、3 年の協力期間を見据えて実現可能で現実的な目標・成果・対象市の数を

設定し、効果的なプロジェクトの実施につながった。プロジェクトが成功するためには、

地域の現状を踏まえた現実的で良い PDM を準備することが重要である。  

3) プロジェクトは、これまで柔軟かつタイムリーに管理（例えば、PDM 改訂、活動スケジ

ュールの変更、迅速な意思決定など） されている。これについては、プロジェクト・マ

ネジャーに意思決定の権限があったこと、フィールドや関係機関の事情を良く知ってい

る JICA 在外事務所が主管したことが大きい。  

4) プロジェクトは、地方のパートナーや利害関係者との対話に多くの時間と努力を注ぐこ

とで、円滑なプロジェクト実施を実現している。こうした対話努力がプロジェクトの計

画段階からなされていれば、プロジェクトは一層効率的に実施できた可能性もある。

－ 17 －
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添付 1: PDM （Ver.2）

実施期間： 3 年間

実施機関： シコメンデス生物多様性保全院(ICMBio)

対象地域： ジャラポン地域(セハ・ジェラル生態系ステーションとパルナイバ河上流域国立公園の間の地域) 

受 益 者： ジャラポン地域で活動する行政機関(連邦・州・市)、NGO、地域住民、住民組織、民間セクター

Version 2, 05.05.2011

プロジェクトの要約 指 標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標: 

生態系コリドー導入によりジャラポン地域の生態系保全が促進される。 JREC 導入と実施のため「戦略文書/ガイドライン」が適用

される。 

1. 評価調査 生態系コリドーが関係機関の

間で戦略的かつ政策的な優先

であることが継続する。 

プロジェクト目標: 

ジャラポン地域で生態系コリドーを導入・実施するため、ICMBioの体制が強化さ

れる。 

ICMBio の調整により、JREC 導入と実施のための「戦略

文書」が関係機関から同意を得る。 

ICMBio の調整により、ジャラポン地域で生物多様性保全

を促進するためのメカニズムが構築される。 

1. プロジェクト報告書

2. 評価調査

ジャラポン地域の保護区での

JREC 実施に対する環境省の

支援と優先が継続する。 

成果: 

1. 自然保護区のバッファーゾーンを含むジャラポン地域生態系コリドー(JREC)実

施に必要な情報が収集、分析、整理される。

2. JREC 実施のための組織的な連携が構築される。

3. JREC の実施に必要なICMBio 職員及び関係機関職員の能力向上が実施される。

4. JREC 保全に関する関係機関と地域住民との連携が強化される。

5. JREC 保全のための戦略文書/ガイドラインが作成される。

1.1 収集情報を整理したデータベースが作成さる。

1.2 ICMBio ウェブサイト内に設置されたプロジェクトホ

ームページが少なくとも年4 回更新される。

1.3 JREC 実施に必要な情報が関係機関の間に発信され共

有される。 

1.4 情報共有資料が作成される。

2.1 JREC 実施に資する協力連邦・州間環境協力協定書に関

して、関係機関から組織的な同意を得る。 

2.2 JREC 実施のための関係機関との会議が少なくとも年3

回実施される。 

3.1 関係機関も含めて、研修、視察などの能力向上のため

の活動が、プロジェクト期間中少なくとも2 回実施さ

れる。 

3.2 JREC 保全のためのセミナーが、プロジェクト期間中少

なくとも2 回実施される。

4.1 地域住民を対象とした研修が、プロジェクト期間中少

なくとも2 回実施される。

4.2 関係機関の支援によって、自治体の環境関連条例が強

化される。 

5.1 JREC 保全のための「状況分析と妥当性分析」、「戦略

1.1 データベース

1.2 ICMBio ホームページ

1.3 情報共有資料

1.4 プロジェクト報告書

2.1 協力連邦・州間環境協力協定

書 

2.2 会議記録

3.1 プロジェクト報告書

3.2 セミナー報告書

4.1 研修報告書

4.2 プロジェクト報告書

5.1 戦略文書

関係機関の協力体制が大幅に

変わらない。 

－
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的アクションプラン」、「運用ガイドライン」が作成

される。 

活 動: 投 入: 

(日本側) 

投 入: 

(ブラジル側) 

1.1. ブラジルの生態系コリドーに関連した情報を収集する。

1.2. 生態系モニタリングに必要なベースライン情報を収集する。

1.3. 情報共有資料を作成し、プロジェクト関連情報を適切なメディアを通じて普及

する。 

2.1 プロジェクトC/P 間の定期会議を開催し、プロジェクト運営について議論し促

進する。 

2.2 関係機関の役割と活動を定義し協力連邦・州間環境協力協定書を作成する。

2.3 協力連邦・州間環境協力協定書が、関係機関から組織的な同意を得る。

2.4 協力連邦・州間環境協力協定書の内容に準拠して、関係機関の参加した会議を

実施する。 

3.1 ICMBio 及び関係機関職員の研修に必要なテーマを特定する。

3.2 ICMBio 及び関係機関職員に対する研修を計画し実施する。

3.3 研修受講者が行う活動に対するフォローアップを実施する。

3.4 JREC 保全に関するセミナーを実施する。

4.1 地域住民に対して、プロジェクトの情報を伝達する。

4.2 地域住民が必要としている研修のテーマおよび方法を特定する。

4.3 地域住民に対して自然資源の適切な利用に資する研修等を実施する。

4.4 研修を受講した地域住民に対しフォローアップを実施する。

5.1 JREC 導入と実施に必要な戦略を定義する。

5.2 JREC 導入と実施のための方法と活動を定義する。

5.3 JREC 導入と実施のための戦略文書/ガイドラインを関係機関の参加を得て作成

する。 

専門家 

‐生態系保全、組織強化、参加型資源管理、業務調整 

その他 

- 現地専門家 

・参加型開発, モニタリング及びその他活動 

- 本邦研修（計6 名）

- 現地活動費 

- 供与機材 

・車両 

・GIS 機材

・必要資材 

- カウンターパート(ICMBio本

部、セハジェラル生態系ステーシ

ョン– プロジェクト専属要員2 

名、パルナイバ河上流域国立公

園) 

- ブラジル国内研修 

- 執務設備 

- 通信手段 

- 秘書、運転手 

- 現地活動費 

- インフラ 

ICMBio と予算が政変により

大きな影響を受けない。 

対象地域のステークホルダー

がプロジェクト活動に積極的

に協力する。 

前提条件 

ICMBio がプロジェクト実施

に必要な人員と予算を確保す

る。  －
22
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添付 2: PO
2012 年 10 月時点

活動 2010 年度 2011 年度 2012 年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

1.1 ブラジルの生態系コリドーに関連した情報を収

集する。
1.2 生態系モニタリングに必要なベースライン情報

を収集する。

1.3 情報共有資料を作成し、プロジェクト関連情報を

適切なメディアを通じて普及する。

2.1 プロジェクト C/P 間の定期会議を開催し、プロ

ジェクト運営について議論し促進する。

2.2 関係機関の役割と活動を定義し協力連邦・州間環

境協力協定書を作成する。

2.3 協力連邦・州間環境協力協定書が、関係機関から

組織的な同意を得る。

2.4 協力連邦・州間環境協力協定書の内容に準拠し

て、関係機関の参加した会議を実施する。

3.1 ICMBio 及び関係機関職員の研修に必要なテー

マを特定する。

3.2 ICMBio 及び関係機関職員に対する研修を計画

し実施する。
3.3 研修受講者が行う活動に対するフォローアップ

を実施する。
3.4 JREC 保全に関するセミナーを実施する。

4.1 地域住民に対して、プロジェクトの情報を伝達す

る。

4.2 地域住民が必要としている研修のテーマおよび

方法を特定する。

4.3 地域住民に対して自然資源の適切な利用に資す

る研修等を実施する。

4.4 研修を受講した地域住民に対しフォローアップ

を実施する。
5.1 JREC 導入と実施に必要な戦略を定義する。

5.2 JREC 導入と実施のための方法と活動を定義す

る。

5.3 JREC 導入と実施のための戦略文書/ガイドライ

ンを関係機関の参加を得て作成する。

網掛け部はプロジェトの活動を、実線部は日本人専門家の活動時期を示す。

－
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添付 3: 調査団の派遣日程

# 日程 調査団 総括(佐藤) 調査団 協力企画(駒沢) 調査団 評価分析(奥田) 
1 10 月 14 日 日 日本発

2 10 月 15 日 月 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ着

14:00JICA 事務所打合せ
3 10 月 16 日 火 09:00 評価団内打合せ(於 ICMBio)

10:00 ICMBio 打合せ(PM･技官ﾚﾍﾞﾙ) 
14:00 環境省で情報収集

16:00 ICMBIO 部長表敬

09:00 評価団内打合せ(於 ICMBio)
10:00 ICMBio 打合せ(PM･技官ﾚﾍﾞﾙ) 
14:00 環境省で情報収集

16:00 ICMBIO 部長表敬

09:00 評価団内打合せ(於 ICMBio)
10:00 ICMBio 打合せ(PM, 技官ﾚﾍﾞﾙ) 
14:00 環境省で情報収集

16:00 ICMBIO 部長表敬
4 10 月 17 日 水 ICMBio で情報収集 ICMBio で情報収集

15:46 ﾊﾟﾙﾏｽへ移動(17:00 着)
ICMBio で情報収集

15:46 ﾊﾟﾙﾏｽへ移動(17:00 着)
5 10 月 18 日 木 9:00 州環境局(SEMADES)長官表敬

9:30 SEMADES 関係者聞き取り

15:00 州環境庁(NATURATINS)総裁表敬

15:30 NATURATINS 関係者聞き取り

(終日)

9:00 州環境局(SEMADES)長官表敬

9:30 SEMADES 関係者聞き取り

15:00 州環境庁(NATURATINS)総裁表敬

15:30 NATURATINS 関係者聞き取り

(終日)
6 10 月 19 日 金 7:30 S.Felix へ移動(13:00 着)

14:00 S.Felix 市役所聞き取り

ブラジリアへ移動 7:30 S.Felix へ移動(13:00 着)
14:00 S.Felix 市役所聞き取り

7 10 月 20 日 土 8:00 Mateiros へ移動(9:30 着)
10:00 Mateiros 市役所聞き取り

州立公園関係者聞き取り

14:00 Ponte Alta へ移動(18:00 着)

8:00 Mateiros へ移動(9:30 着)
10:00 Mateiros 市役所聞き取り

州立公園関係者聞き取り

14:00 Ponte Alta へ移動(18:00 着)
8 10 月 21 日 日 9:00 公園管理委員会会議視察

生態系ｽﾃｰｼｮﾝ関係者聞き取り

14:00 Rio de Conceicao へ移動(17:00 着)

9:00 公園管理委員会会議視察

生態系ｽﾃｰｼｮﾝ関係者聞き取り

14:00 Rio de Conceicao へ移動(17:00 着)
9 10 月 22 日 月 8:00 環境教育技術交流 WS 視察

生態系ｽﾃｰｼｮﾝ関係者聞き取り

Rio de Conceicao 市役所関係者聞き取り

14:00 ﾊﾟﾙﾏｽへ移動(18:30 着)

8:00 環境教育技術交流 WS 視察

生態系ｽﾃｰｼｮﾝ関係者聞き取り

Rio de Conceicao 市役所関係者聞き取り

14:00 ﾊﾟﾙﾏｽへ移動(18:30 着)
10 10 月 23 日 火 9:00 州政府関係者聞き取り

(終日)
9:00 州政府関係者聞き取り

(終日)
11 10 月 24 日 水 州政府関係者聞き取り

14:05 ﾌﾞﾗｼﾞﾘｱへ移動(15:08 着)
州政府関係者聞き取り

14:05 ﾌﾞﾗｼﾞﾘｱへ移動(15:08 着)
12 10 月 25日 木 報告書作成(日側協議) 報告書作成(日側協議) 報告書作成(日側協議)
13 10 月 26日 金 ﾐﾆｯﾂ協議 ﾐﾆｯﾂ協議 ﾐﾆｯﾂ協議

14 10 月 27日 土 資料整理 資料整理 資料整理
15 10 月 28日 日 資料整理 資料整理 資料整理

16 10 月 29 日 月 ﾐﾆｯﾂ協議 ﾐﾆｯﾂ協議 ﾐﾆｯﾂ協議

17 10 月 30 日 火 ﾐﾆｯﾂ署名 ﾐﾆｯﾂ署名 ﾐﾆｯﾂ署名
18 10 月 31 日 水 補足調査

19 11 月 1 日 木 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ発

20 11 月 2 日 金
21 11 月 3 日 土 日本着
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添付 6： Evaluation Grid (Information and data for the 5 criteria)

Criteria Evaluation Question Source Information and data (from reports, questionnaire, Interview, and hearing)
1 Relevance  1-1 New development of laws, national policies, strategic 

documents associated with biodiversity conservation in 
Brazil.

MMA ・ Ecological Corridor is an instrument of environmental management, defined by the National System of Conservation Units -
SNUC (Law 9985 of Jul 18, 2000) - to ensure the ecological integrity by connecting conservation units, thus,allowing the 
movement of species between these protected areas. 

・ The implementation of Ecological Corridor, however, is carried out by ICMBio pursuant to local conditions in the absence 
of comprehensive guideline.

・ MMA is promoting the establishment of Mosaic and the proposal of the “Jalapão Mosaic” has a good quality.  MMA is 
expecting it to become the 14th Mosaic in the country.  

・ The Cerrado is rich in biodiversity and recognized as a “hotspot”, but nowadays it is threatened by agriculturaldevelopment
and livestock farming.  As such, it is particularly significant for the Bahia to have joined the “Jalapão Mosaic”. The 
average deforestation area per year (2002-2008) in the Cerrado is 14,000km2, twice the size of that in the Amazon (about 
6,000km2)        

1-2 Change of mandate/structure and staff of implementing 
agencies that may affect the project implementation.

ICMBio ・ Change of mandate of the chief of EESGT in 2010 to improve the project execution.
・ DMOC received two environmental analysts to improve the structure of the Project.
・ New Project Director was assigned in Jan 2012.         

1-3 Alignment of the Project with the needs and expectation 
of implementing agencies.

MMA ・ MMA gives a priority to the Cerrado conservation, which is promoted by such policies as:
1) Establishment of “Sustainable Cerrrado Program” in Nov 2005
2) Adoption of “The Action Plan for Prevention and Control of Deforestation and Fires in Cerrado” in Sep 2010. The 

MMA intends to incorporate the example of the “Jalapão Mosaic” when the Plan is revised.  
・ The importance of conserving the Cerrado remain unchanged for ICMBio and MMA since the beginning of the Project.
・ It is also important for the São Felix to have created MONA as it proves that a municipality can create a protected area.  
・ MMA consider the mechanism of the “Jalapão Mosaic” to become a model example that can be applied to the other 13 

Mosaics in the country. The mechanism of the “Jalapão Mosaic” should be established during the Project.   
・ If the project is extended, a main activity of the period would be an initial operation, management and monitoring of the 

newly established “Jalapão Mosaic”

ICMBio ・ There are already 13 Mosaics in Brazil, and three (No 1,6 and 8) are situated in the Cerrado.  The Jalapão mosaic is going 
to be the largest mosaic (3,280,045 ha) when registered.  

No Name Year of Creation State(s) Number of 
Conservation 

Units Involved
1 Mosaico Capivara-Confusões 2005 PI 2
2 Mosaico Central Fluminense 2006 RJ 18
3 Mosaico da Bocaína 2006 RJ/SP 7
4 Mosaico da Mantiqueira 2006 RJ/SP/MG 17
5 Mosaico Lagamar 2006 SP/PR 31
6 Mosaico Grande Sertão Veredas 2009 MG 9
7 Mosaico do Baixo Rio Negro 2010 AM 10
8 Mosaico do Espinhaço 2010 MG 10
9 Mosaico Mico-Leão-Dourado 2010 RJ 8
10 Mosaico Extremo Sul da Bahia 2010 BA 12
11 Mosaico Foz do Rio Doce 2010 ES 7
12 Mosaico Carioca 2011 RJ 22
13 Mosaico da Amazônia Meridional 2011 AM/RO/MT 40

・ The “Jalapão Mosaic”, once officially established, can be an exemplary mosaic in that it engages broad range of 
stakeholders at the municipal, state and federal government level, and that its Strategic Plan is developed in a participatory 
and consultative way with these stakeholders.

・ All the components are of great value to the management of protected areas.    
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  1) Generation of information and data necessary for the management of the ecological corridor
  2) Creation of Jalapão Mosaic – strengthening for integrated management between protected areas and institutions.
  3) Training of the team (staffs) for the management of the ecological corridor
  4) Formation of environmental councils (municipal protected areas and mosaic)
  5) Creation of a program for environmental education
  6) Definition of priority areas for conservation and definition of strategies necessary for the ecological sustainability of the

Jalapão region. 
・ The “Jalapão Mosaic” is well developed in its idea and plan, but its mechanism still need to begin operation.  The “Jalapão

Mosaic” can be a good practice for other mosaics only through its actual implementation.    
1-4 Priority areas of the Government of Japan for the 

development assistance to Brazil.
JICA Brazil Office ・ JICA’s ODA Rolling Plan for Brazil gives a priority to the environmental conservation.  Brazil is one of the richest 

countries in biodiversity with Amazon, Pantanal and Cerrado, but its valuable flora & fauna are threatened by the 
enlargement of cultivation and pasturing.  Also, land use, land use change and forestry (LULUCF) accounts for three 
quarters of Brazil’s GHG emission, and hence forest preservation is important in terms of climate change mitigation as well.  
As such, in the Rolling Plan, the Project is included in the Climate Change Program under the priority area of environmental 
conservation 

2 Effectiveness  2-1 Attainment level of output 1 (Information for JREC 
management is collected, analyzed and organized). 

ICMBio ・ Remaining activities:
  1) Complete the final version of ATLAS of Jalapão – some maps are still being developed.
  2) Finish installing the project Web-GIS in SEPLAN-TO 

SEPLAN ・ SEPLAN’s homepage is currently being modified to be linked to the new, updated Web-GIS system in SEPLAN network 
which was already set up.

http://corredorjalapao.seplan.to.gov.br/jalapao/
・An official inauguration ceremony of the Web-GIS is scheduled on 1 Nov 2012 in Palmas.

JET ・ Web-GIS database was transferred from ICMBio to SEPLAN on 6 Jul 2012.  This system set up by the Project to collect 
and provide information of Jalapão is to be managed by the State government of Tocantins and not by ICMBio.

・The ownership of the server machine and database software provided by JICA is to be transferred from ICMBio to the state 
government of Tocantins.

・ Regarding means of information sharing and dissemination, not only Project Homepage/Web-GIS but also printed materials 
are important because internet are not available in some communities.

2-2 Attainment level of output 2 (Institutional arrangements 
for JREC management are structured).

ICMBio ・ Remaining activities:
1) Signature of cooperation term between ICMBio and Bahia State
2) Signature of the act for the creation of the “ Jalapão Mosaic”
3) Establishment and training of the Council of the “Jalapão Mosaic” on the developed Strategic Plan → This is one of the 

main reasons that the Project requires extension by six more months.  
JET ・ The Reciprocity Term was signed on 29 Sep 2011. 

2-3 Attainment level of Output 3 (Capacity of staff in 
ICMBio and other institutions are developed for JREC 
implementation). 

ICMBio ・ Remaining activities:
1) Training in Japan scheduled in Nov 2012
2) Web-GIS training for SEPLAN staff
3) Final knowledge exchange training between the staff of Jalapão Mosaic and Grande Sertao Veredas Mosaic.
4) Counterpart meeting in 2012 and 2013
5) Final Seminar 2013. 

JET ・ Training, technical exchange, study visits have been conducted 20 times by the time of Terminal-evaluation. Also, open 
seminars have been conducted 4 times.     

2-4 Attainment level of Output 4 (The linkage between local 
populations and institutions is strengthened for JREC 
conservation).

ICMBio ・ Remaining activities:
1) Complete the management plan of the municipal natural monument (MONA)
2) Finish the São Felix cartographic database (CAR)

JET ・ Formations of 11 municipal ordinances were promoted by the Project to re-establish COMATUR (Mateiros, Ponte Alta and 
Rio da Conceicao) and COMTURMA (São Felix) as well as to create MONA.      

・ The MONA, created on 7 July 2012 in São Felix by the signing of the decree No 034/2012, is the first municipal
conservation unit in the State of Tocantins, which will be a part of the integral protection of the “Jalapão Mosaic”.

・ A video image summarizing the experience of MONA creation in São Felix was produced in Oct 2012 in hopes of extending 
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the SMUC to other municipalities.   
・ Before the project, ICMBio’s office for EESGT in Rio da Conceição was not really recognized by the local population.  

With the implementation of the Project, the EESGT office, having promoted environmental education, the establishment of 
EESGT Council, and the capacity development activities for COMATUR, has formed a good working relationship with 
concerned local institutions for the conservation of EESGT.

    
Municipalities ・ Regarding the ICMS Ecologico, the Commitment Terms were signed between the mayors and COMATUR/COMTURMA to 

aree on the following percent of ICMS Ecologico for the use of COMATUR/COMTURMA
Municipality Date of Signature Percent # of the council members

PontAlta 9 Oct 2012 50% 14 (+14 deputies)
Rio da Conceição 10 Oct 2012 30% 12 (+12 deputies)
Mateiros 11 Oct 2012 20% 14 (+14 deputies)
São Félix 16 Oct 2012 25% 8 (+ 8 deputies)

・Activity ideas discussed at COMATUR/COMTURMA using the ICMS-Ecologico
São Félix (hiring full-time fire fighters, development of waste disposal plan, nursery for tree seedlings, env. education, etc.)
Materiros (restoration of forests, hiring full-time fire fighters, rural water supply with Tocantins Sanitation Agency, etc)
Ponte Alta (establishment of SMUC, waste disposal, etc.)
Rio da Conceição (reforestation, conservation of urban rivers, promotion of turism, prevention of fire, waste disposal, etc)

・ Project conclusion seminar related to Output 4 activities was held on 26 Oct 2012 in Palmas with participants from 6 
municipalities and state counterparts to review activities and results, as well as to discuss issues for the promotion of JREC.

2-5 Attainment level of Output 5 (The strategic 
plan/guideline for managing JREC is developed).

ICMBio ・Remaining activities:
1) Finish and publish the Jalapão Mosaic Strategic Plan

JET ・Strategic Document for the “Jalapão Mosaic” part I (diagnosis and justification) and part II (action plan) are currently being 
refined, whereas the preparation of part III (operational guideline) has just started.  

・A workshop to discuss the operational guideline is schedule on 6-8 Nov 2012.
・Mr. Allan (ICMBio), Mr.Asano (JET), Mr. Leonardo (INEMA-BA) and Mr. Marcos (JICA consultant) will complete the 

Strategic document on 8-10 Nov 2012.
2-6. Prospect of the Project Purpose (Institutional capacity 

of ICMBio is strengthened) to be achieved by the end of 
project period, March 2013.

  

ICMBio ・ The Project need six more months to fully achieve its Purpose.
・ Once the proposal for the “Jalapão Mosaic” is recognized by MMA, it is required to establish the management council and 

to prepare the strategic plan.  The Council is to represent broad range of stakeholders from municipalities, state and federal 
governments associated with the nine protected areas composing the “Jalapão Mosaic”. The representation of a good 
cross-section of concerned stakeholders in the Council based on legislation will be a significant feature of the “Jalapão
Mosaic”, and can lead to a more effective mechanism for biodiversity conservation.      

JET ・ With the reasons below, the Project is most likely to achieve its Purpose by the end of Project, Apr 2013.    
・ There are two indicators set for the project purpose: 1) the consensus on the Strategic Plan for the “ Jalapão Mosaic”; 2) and 

the development of mechanism to promote the biodiversity conservation in Jalapão region. 
・ As for 1), the Strategic Plan has been developed through a participatory and consultative process (e.g. workshop and 

seminar). It is regarded that basic consensus on the Strategic plan has already been formed through the Reciprocity Term 
(Sep 2011) as well as the agreement and development of proposal on the “Jalapão Mosaic” (Aug-Sep 2012).  Part I 
(diagnosis and justification) and Part II (action plan) of the Strategic Plan will be completed by the refinement of existing
documents, and Part III is scheduled to be discussed in a workshop planned on 6-8 Nov 2012.  Person who are responsible 
to complete the Strategic Plan are already identified (Mr. Allan from ICMBio, Mr. Asano from JET, Mr. Leonardo from 
INEMA-BA, and Mr. Marcos from JICA consultant). Hence, it is presumed that the Strategic Plan is developed and agreed 
upon by the end of the Project.

・ As for 2), with the launching of the Web-GIS (expected in Nov 2012) and the development of the Strategic Plan (expected 
by Mar 2013), it can be concluded that the mechanism is established for the Jalapão conservation. Once the Proposal of the 
“Jalapão Mosaic” is recognized by MMA, the mechanism is further consolidated.   

・ It is important to point out that attainment of Output 2 (institutional arrangements) and Output 4 (engagement of local 
population and municipalities) is the basis upon which the intended mechanism is built.    
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2-7. Demonstrated case of increased leadership of ICMBio 
towards relevant institutions.     

3 Efficiency  3-1 Clarity and understanding of PDM, the overall plan of 
the project.

JET ・ PDM was revised on 5 May 2011. Activities have since been conducted according to the revised PDM and PO, and there 
has been no notable delay of implementation.  

ICMBio ・ PDM is regarded as a good tool to design and monitor a project by the counterparts.  Accordingly, action plan in the 
“Jalapão Mosaic” Strategic Plan is framed using PDM format.

3-2 Input of Japanese side – dispatch of experts. JET ・ R/D was signed on 20 Nov 2009.  The Project started with the dispatch of Japanese experts in April 2010.  

Site visit ・ Three Japanese experts have learned and spoken Portuguese to some extent, which apparently contributes to a casual and 
better communication with Brazilian counterparts and local populations.  For example, the chief of JET delivered his 
opening speech in Portuguese at the conclusion seminar on 26 Oct 2012 in Palmas, and it was received with applause by the 
audience. 

ICMBio ・ The dispatch of JET was implemented through repeated short-term visits.  Decision-making on matters concerning project 
implementation was sometimes difficult during the absence of JET.  

・ Full-time presence of JET leader (all year long) would be much better for the best operation of the Project.    
3-3 Input of Japanese side – training in Japan. ICMBio ・ Trainings (subject/curriculum, duration & timing, selection of trainees) were good. 

JET ・ The counterparts who participated in a training in Japan realized the importance of participation of local populations in 
environmental management (e.g. the establishment of environmental council).  This experience has encouraged them to be 
engaged in participatory and consultative approach of the Project.

      
3-4 Input of Japanese side – provision of equipment. ICMBio ・ Provision of equipment (specification, quantity, timing of delivery) was good. 

3-5 Input of Brazilian side – assignment of counterpart 
personnel.

JET ・ The cooperation and coordination among federal/state government organizations, municipalities, local populations
(teachers) and partners organization (university and NGO) were significantly improved through project implementation. 

    
3-6 Input of Brazilian side – disbursement for project 

operation.
ICMBio ・ Provided from ICMBio only. Not from state governments (SEMADES, NATURATINS, and SEPLAN)

3-7 Communication (periodical and daily) for project 
coordination – between ICMBio and JET.

ICMBio ・ The Project faced some difficulties in making decisions in the absence of the JET leader.
JET ・ JCC meetings were held 4 times: 4 May 2010, 5 May 2011, 9 Dec 2011, 15 May 2012.  

3-8 Communication (periodical and daily) for project 
coordination – among Brazilian organizations. 

ICMBio ・ The lack of ICMBio office in Palmas-TO and Salvador-BA has caused some difficulties in project implementation.  

3-9 Methods and contents of technology/knowledge transfer 
from JICA experts to ICMBio counterpart and partner 
organizations.

ICMBio ・ Technology transfer was good.

3-10 promoting/hindering factors that may have affected the 
Project implementation.

ICMBio ・ ICMBio doesn’t have a branch office in Palmas where state counterparts (SEMADES, NATURATINS and SEPLAN) are 
based.  JET, stationed in Palmas, has ensured the coordination and cooperation between ICMBio and state counterparts in 
Project implementation.  This has been a big promoting factor for effective and smooth project execution.

JET ・ The Project ranges over Brasilia (ICMBio), Palmas (State government of Tocantins) and municipalities in the Jalapão
region.  The distance among these Project sites cost time and efforts of those who are involved in the Project (e.g. travel by 
car of local people to participate trainings held in other municipalities and Palmas)

   .  
4 Impact  4-1 Prospect of achieving the overall goal (ecosystem 

conservation of Jalapão region is enhanced through the 
introduction of the ecological corridor) in 3 to 5 years 
after the termination of Project in March 2013.

ICMBio ・ The overall goal will be fully achieved.  
・ It is expected that the “ Jalapão Mosaic” is established during the Project period, by Apr 2013. The continuation and 

development of activities associated with the Jalapão Mosaic have a good potential to achieve the overall goal.
・ Conservation Units composing the Jalapão Mosaic 

No Name Manager Estados Area (ha)
1 Parque Nacional das Nascentes do Rio ICMBio 000.00.0156 729,814
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Parnaíba (PNNRP)

2 Estacao Ecologica Serra Geral do 
Tocantins (EESGT)

ICMBio 0000.00.0076 716,306

3 Area de Protecao Ambiental (APA) da 
Serra Tabatinga

ICMBio Not registered yet 61,000

4 APA do Rio Preto INEMA 000.29.1016 1,146,162
5 Estacao Ecologica (EE) do Rio Preto INEMA 0000.29.0898 4,536
6 APA do Jalapão NATURATINS 0000.17.1499 461,730
7 Parque Estdual (PE) do Jalapão NATURATINS 0000.17.1486 158,885

8
Reserva Particular do Patrimônio Natural 
(RPPN) Catedoral do Jalapão

Private 0000.00.2082
326

9 MONA dos Canyons e Corredeiras do
Rio do Sono

Prefecture of São
Félix do Tocantins

Not registered yet 1,286

TOTAL 3,280,045 ha

JET ・There are some outputs produced outside of the Project activities specified in the PDM.   
1) With the initiative of EESGT/ICMBio and CEULP/ULBRA (Lutheran University Center of Palmas/Lutheran University 

of Brazil), a memorandum of three-year cooperation to promote environmental education was signed in April 2011 between 
the two entities. 

2) ICMBio and the State of Bahia signed a memorandum for cooperation.
3) ICMBio and the State of Tocantins signed a memorandum for cooperation. 

・ Working relationship between the State of Bahia and Tocantins at the technical level was promoted through the 
implementation of the Project.  This is significant as the Bahia side of the Jalapão region is more threatened by the 
development of agriculture. The awareness on environmental conservation and the effectiveness of integrated protected 
areas have been raised by the Project.   

4-2 Ongoing/possible collaborations, if any, with 
multi/bi-lateral development partners (UN, NGO, civil 
society, and private sector)

ICMBio ・ “Prevention, control and monitoring of forest fires and illegal burning in the Cerrado” (2012-2015) for the Cerrado of 
Jalapão and for the Mosaico Rio Doce by BMU/GIZ/KfW 
1) Improvement of the management of protected areas

   2) Reduction of forest fires in Jalapão
   3) Development of technologies for automatic quantification of burned areas
・ “Sustainable Cerrado Initiative Program” (2010-2013) by World Bank
   1) Creation of protected areas and research 
・ ICMBio is also carrying out a technical cooperation for Mosaico do Baixo Rio Negro with Amazon State and for Mosaico 

Extremo Sul with Bahia State. 
4-3 Any positive/negative impact brought about by the 

Project (Policy and research development, Poverty 
reduction, environmental protection, and gender 
equality.)

JET
ICMBio

・ Any negative impacts were mentioned or observed throughout the Project implementation.

5 Sustainability  5-1 Prospect from institutional viewpoint (Legislation and 
policies, Rule and regulation, standard operational 
procedures, Responsible organization and division,
Participation of stakeholders)

ICMBio ・ From the institutional point of view, all the five Project outputs are likely to be sustained.  
JET ・ Activities of the Project are regarded a part of the role/responsibility of counterparts’ daily work. 

5-2 Prospect from technical viewpoint 
(Technology/knowledge and its update, Deliverables
and its maintenance, Educational materials Training 
opportunities)

ICMBio ・ From the technical point of view, all the five Project outputs are likely to be sustained.
・ The capacity development of COMATUR for the four municipalities will be completed within the Project period.  After 

that, ICMBio will not conduct capacity development activities for COMATUR, but only maintain communication within the 
framework of Jalapão Mosaic.  ICMBio will not carry out activities to establish other COMATUR, either.    

JET ・ Training to counterpart (ICMBio) was prepared based on the need assessment, thus leading to good reception of transferred
technologies by counterparts.   

5-3 Prospect from Human Resource viewpoint (Number of 
staff, Assignment of responsible personnel, His/her 

ICMBio ・ From the human resource viewpoint, the prospect of sustainability is modest for all the outputs because of possible transfer 
and change of staffs and people of federal/state government and municipalities.   
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qualification and motivation, New recruitment and 
volunteer)

・ Academia Nacional da Biodiversidade - ICMBio can provide a training on biodiversity conservation based on its annual
training plan. It conducted training in Aug 2012 on Mosaic management for 35 staffs from Bahia and Tocantins. 

5-4 Prospect from Funding viewpoint (Budget allocation for 
the activities, External financing from donor/private 
sector)

ICMBio ・ From the financial viewpoint, the maintenance of database server and update of homepage/WebGIS will have no difficulty
but reproduction of printed informational materials or production of new materials will be difficult. 

・ ICMBio doesn’t have budget set aside to work with 13 Mosaics in the country, but once the mechanism of Jalapão Mosaic 
is established (e.g., development of the Council, internal rules and the Strategic Plan), the Mosaic will be sustained within 
the existing system.

・ The Jalapão Mosaic will involve not only government staffs but also people from private sector, whose travel to attend the 
Council may not be covered by the budget from the government. The “Jalapão Mosaic” ranges over 16 municipalities in 
three states. As such, it is important to prepare a realistic and viable budget plan to sustain the Jalapão Mosaic in the Part 
III (Operational Guideline) of the Strategic Plan.  In developing such a budget plan, the Council of the Mosaico Rio Doce 
that is supported by BMU/GIZ/KfW and is effectively carrying out its operation could be examined and used as reference.             

.      
JET ・ It is important to bring in external finances from e.g. GEF.

・ MMA has a joint project with German’s BMU.  The Project has invited those who are involved in the BMU’s project and 
Project’s activities of environmental education and capacity development of municipalities could be taken over by BMU’s
project.  
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